
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

○

○

得点

○ ○

○

①比喩、例示、言い換えなどの修辞や、直
接的な述べ方や婉曲的な述べ方について理
解し使っている。［⑴カ］

②「読むこと」において、目的に応じて、
文章に含まれている情報を相互に関係付け
ながら、内容や書き手の意図を解釈すると
ともに、自分の考えを深めている。［Ｃ⑴
イ］

○ ○

①推論の仕方を理解し使っている。［⑵
ウ］

②「読むこと」において、文章の種類を踏
まえて、内容や構成、論理の展開などにつ
いて叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を
把握している。［Ｃ⑴ア］

○ ○

○

○

5

5

①文や話、文章の効果的な組み立て方や接
続の仕方について理解している。［⑴オ］

②「書くこと」において、自分の考えや事
柄が的確に伝わるよう、根拠の示し方や表
現の仕方を工夫している。［B⑴ウ］

6

○ ○ 1得点

○ ○

1

①実社会において理解したり表現したりす
るために必要な語句や語彙の構造や特色、
用法などを理解し、文章の中で使うことを
通して語彙を豊かにしている。［⑴エ］

②「読むこと」において、目的に応じて、
文章に含まれている情報を相互に関係付け
ながら、内容や書き手の意図を解釈すると
ともに、自分の考えを深めている。［Ｃ⑴
イ］

「話すこと・聞くこと」において、自分の
考えが的確に伝わるよう、自分の立場や考
えを明確にするとともに、相手の反応を予
想して論理の展開を考えるなど、話の構成
や展開を工夫している。［Ａ⑴イ］

○

①「話すこと・聞くこと」において、話し
言葉の特徴を踏まえて話したり、場の状況
に応じて資料や機器を効果的に用いたりす
るなど、相手の理解が得られるように表現
を工夫している。［Ａ⑴ウ］

②相手にわかるような発表のしかたについ
て粘り強く検討し、今までの学習を活かし
て、多様な観点で表現を工夫しようとして
いる。

○

○ ○

①比喩、例示、言い換えなどの修辞や、直
接的な述べ方や婉曲的な述べ方について理
解し使っている。［⑴カ］

②「書くこと」において、目的や意図に応
じて書かれているかなどを確かめて、文章
全体を整えたり、読み手からの助言などを
踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え
直したりしている。［Ｂ⑴エ］

○ ○

○ ○

5

○

○ ○ ○

領域
評価規準 知

得点 1

単元：書き言葉の技術
【知識及び技能】自身の考えを深
めたり、適切に表現したりするた
めの基本的な方法を身につける。

【学びに向かう力、人間性等】さ
まざまな事柄に対して関心を持
ち、主体的に取り組む態度を培
う。

教材
『解法のテクニック１』啓隆社

指導項目
・文章構造を理解し、文章の要点を
的確にまとめる。
・文章の構成を意識し、的確にまと
める。

2○

○

○

①図表等を伴う文章を読み、本文の内容を
正しく理解している。［⑴ア］

②「読むこと」において、文章の種類を踏
まえて、内容や構成、論理の展開などにつ
いて叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を
把握している。［Ｃ⑴ア］

○ ○ ○

単元：ことばの働き
【知識及び技能】言葉には、認識
や思考を支える働きがあることを
理解することができる。

【思考力、判断力、表現力等】内
容や構成、論理の展開などについ
て叙述を基に的確に捉え、要旨や
要点を把握することができる。

教材
『言語としてのピクトグラム』本田
弘之

指導項目
・論理的な文章を読み、引用や要約
をしながら、自分の考えをまとめ
る。

端末の活用
単元：新しい視点
【知識及び技能】実社会において
理解したり表現したりするために
必要な語句の量を増すとともに、
語句や語彙の構造や特色、用法及
び表記の仕方などを理解すること
ができる。

【思考力、判断力、表現力等】文
章の構成や論理の展開などについ
て評価したりするとともに、自分
の考えを深めることができる。

【学びに向かう力、人間性等】異
なる種類の文章を積極的に読み比
べて、それぞれの筆者の立場を理
解したうえで、学習課題に沿って

教材
『政治的思考』杉田敦
『解法のテクニック１』啓隆社

指導項目
・叙述をとらえて要旨を把握する。
・語句や語彙の構造や特色、用法及
び表記の仕方などを理解し、話や文
章の中で使用する。
・文章の構成を意識し、的確にまと
める。
・自分の考えが的確に伝わるよう、
自分の立場や考えを明確にするとと
もに、相手の反応を予想して論理の
展開を考える。

4

○ ○○○

定期考査

保谷

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする。

現代の国語

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使う。

国語 現代の国語 2

（１組：西尾）（２組：伊東）（３組：西尾）（４組：伊東）（５組：西尾）（６組：伊東）（７組：西尾）（８組：伊東）

第一学習社『標準現代の国語』

現代の国語国語

態

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深める。

言葉を通じて積極的に他者と関わり、思いや考えを深め、言葉のもつ価値への認識を深める。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

３

学

期

○

単元：言語技術の実践
【知識及び技能】話し言葉と書き
言葉の特徴や役割、表現の特色を
踏まえ、正確さ、分かりやすさ、
適切さ、敬意と親しさなどに配慮
した表現や言葉遣いについて理解
し、使うことができる。

【学びに向かう力、人間性等】我
が国の言語文化の担い手としての
自覚をもち、言葉を通して他者や
社会に関わろうとする。

教材
『解法のテクニック１』啓隆社

指導項目
・話し方に気を付けながら、わかり
やすい説明を行う。

端末の活用
・プレゼンテーション資料を活用し
ながら自分の意見を発表する。

教材
『日本語は世界をこのように捉え
る』小浜逸郎

指導項目
・論理的な文章を読み、引用や要約
をしながら、自分の考えをまとめ
る。
・言葉や表現が読み手に与える印象
を考えながら、条件に沿って文章を
書く。

○

○

１

学

期

単元：ことばの働き
【知識及び技能】言葉には、認識
や思考を支える働きがあることを
理解することができる。

【思考力、判断力、表現力等】文
章の種類を踏まえて、内容や構
成、論理の展開などについて叙述
を基に的確に捉え、要旨や要点を
把握することができる。

教材
『水の東西』山崎正和
『ものとことば』鈴木孝夫

指導項目
・叙述をとらえて要旨を把握する。
・言葉の特徴や使い方を知る。
・接続詞や指示語に着目する。

端末の活用
・筆者の意見をまとめる。

○ ○

○ ○

○

定期考査

定期考査 1

合計

70

主文、話、文章の効果的な組立て方や接続の仕
方について理解することができる。主張と論拠
など情報と情報との関係について理解すること
ができる。

文章の種類を踏まえ、内容や構成、論理の展開な
どについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を
把握することができる。

単元：言語技術の実践
【思考力、判断力、表現力等】話
し言葉の特徴を踏まえて話した
り、場の状況に応じて資料や機器
を効果的に用いたりするなど、相
手の理解が得られるように表現を
工夫することができる。

【学びに向かう力、人間性等】我
が国の言語文化の担い手としての
自覚をもち、言葉を通して他者や
社会に関わろうとする。

教材
『解法のテクニック１』啓隆社

指導項目
・話し言葉と書き言葉の特徴や役
割、表現の特色を踏まえて文章を書
く。

端末の活用
・プレゼンテーション資料を作成す
る。

○

①話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現
の特色を踏まえ、正確さ、分かりやすさ、
適切さ、敬意と親しさなどに配慮した表現
や言葉遣いについて理解し、使っている。
［⑴イ］

②「話すこと・聞くこと」において、話し
言葉の特徴を踏まえて話したり、場の状況
に応じて資料や機器を効果的に用いたりす
るなど、相手の理解が得られるように表現
を工夫している。［Ａ⑴ウ］

○ ○

単元：社会と文化
【知識及び技能】比喩、例示、言
い換えなどの修辞や、直接的な述
べ方や婉曲的な述べ方について理
解し使うことができる。

【学びに向かう力、人間性等】言
葉がもつ価値への認識を深めると
ともに、生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ、言葉を通し
て他者や社会に関わろうとする。

7

単元：認識の枠組み
【知識及び技能】比喩、例示、言
い換えなどの修辞や、直接的な述
べ方や婉曲的な述べ方について理
解し使うことができる。

【思考力、判断力、表現力等】内
容や構成、論理の展開などについ
て叙述を基に的確に捉え、要旨や
要点を把握することができる。

教材
『言葉遣いとアイデンティティ』中
村桃子

指導項目
・叙述をとらえて要旨を把握する。
・伝え合う内容を検討する。
・考えを明確にし、表現を工夫す
る。

7

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

①言葉には、認識や思考を支える働きがあ
ることを理解している。［⑴ア］

②「読むこと」において、文章の種類を踏
まえて、内容や構成、論理の展開などにつ
いて叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を
把握している。［Ｃ⑴ア］

③筆者の表現を積極的に読み解いて、その
主張を理解したうえで、学習課題に沿って
自分の意見を具体的に述べようとしてい
る。

○ ○

①主張と論拠など情報と情報との関係につ
いて理解している。［⑵ア］

②「読むこと」において、文章の種類を踏
まえて、内容や構成、論理の展開などにつ
いて叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を
把握している。［Ｃ⑴ア］

○ ○ ○ 7

1

２

学

期

6

単元：新しい視点
【知識及び技能】推論の仕方を理
解し使うことができる。

【思考力、判断力、表現力等】内
容や構成、論理の展開などについ
て叙述を基に的確に捉え、要旨や
要点を把握することができる。

教材
『ステレオタイプの落とし穴』原沢
伊都夫
『解法のテクニック１』啓隆社

指導項目
・叙述をとらえて要旨を把握する。
・情報を関連づけて読み深める。

定期考査

単元：環境と科学
【知識及び技能】主張と論拠など
情報と情報との関係について理解
することができる。

【思考力、判断力、表現力等】内
容や構成、論理の展開などについ
て叙述を基に的確に捉え、要旨や
要点を把握することができる。

教材
『法律の改正文』

指導項目
・叙述をとらえて要旨を把握する。
・情報を関連づけて読み深める。

単元：解釈を述べる
【知識及び技能】比喩、例示、言
い換えなどの修辞について理解し
使うことができる。

【思考力、判断力、表現力等】読
み手からの助言などを踏まえて、
自分の文章の特長や課題を捉え直
したりすることができる。

教材
『ＡＩは哲学できるか』森岡正博

指導項目
・叙述をとらえて要旨を把握する。
・情報を関連づけて読み深める。

○ 5

①主張と論拠など情報と情報との関係につ
いて理解している。［⑵ア］

②筆者の表現を積極的に読み解いて、その
主張を理解したうえで、学習課題に沿って
自分の意見を具体的に述べようとしてい
る。

○ ○ ○

6

定期考査 得点 ○ ○

単元：意見を述べる
【知識及び技能】引用の仕方や出
典の示し方、それらの必要性につ
いて理解を深め使うことができ
る。

【思考力、判断力、表現力等】読
み手の理解が得られるよう、論理
の展開、情報の分量や重要度など
を考えて、文章の構成や展開を工
夫することができる。

教材
『イースター島になぜ森がないの
か』鷲谷いづみ

指導項目
・叙述をとらえて要旨を把握する。
・伝え合う内容を検討する。
・考えを明確にし、表現を工夫す
る。

○ ○ ○

①引用の仕方や出典の示し方、それらの必
要性について理解を深め使っている。［⑵
オ］

②「書くこと」において、読み手の理解が
得られるよう、論理の展開、情報の分量や
重要度などを考えて、文章の構成や展開を
工夫している。［Ｂ⑴イ］

○ ○ ○



年間授業計画

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などにつ
いて叙述を基に的確に捉えることができる。また、
異なる時代に成立した作品を読み比べ、それらを比
較して論じたり批評することができる。

第一学習社『標準言語文化』

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉を通じて積極的に他者と関わり、思いや考えを深め、言葉のもつ価値への認識を深める。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

２

学

期

単元:和歌による心の交流

【知識及び技能】
①古典の世界に親しむために、古典
を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまり、古典特有の表現など
について理解することができる。

【思考力、判断力、表現力等】
②作品や文章の成立した背景や他の
作品などとの関係を踏まえ、内容の
解釈を深めることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
③言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。

教材：『筒井筒』（伊勢物語）

指導内容
・内容、構成、展開をとらえる。
・内容を解釈する。
・文章を評価し、解釈を深める。
・自分の考えをもつ。
・作品の背景を知る。

一人１台端末の活用　等
・ロイロノートの共有ノート機能
を活用し作品の背景について調べ
たことの共有を行う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思 態

○

知

定期考査

１

学

期

定期考査

単元：古典入門

【知識及び技能】
①古典の世界に親しむために、古典
を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまり、古典特有の表現など
について理解することができる。

【思考力、判断力、表現力等】
②文章の種類を踏まえて、内容や構
成、展開などについて叙述を基に的
確にとらえることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
③言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、生涯にわたって読書に親
しみ事故を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会にかかわろ
うとする。

教材：『児のそら寝』（宇治拾遺
物語）

指導事項
・用言の活用を学ぶ。
・内容、構成、展開をとらえる。

一人１台端末の活用　等
・ロイロノートの提出機能を活用
しリフレクションを行う。

①古典の世界に親しむために、古典を読むた
めに必要な文語のきまりや訓読のきまり、古
典特有の表現などについて理解している。
［⑵ウ］

②文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開
などについて叙述を基に的確に捉えている。
［Ｂ⑴ア］

③『児のそら寝』を読み、用言の活用を学ぶ
ことを通して、言葉の構造やしくみについて
積極的に理解しようとしている。また、説話
というジャンルの特徴を捉えようとしてい
る。

○ ○ ○

保谷

（6組：　田中　）

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。

言語文化

配当
時数

（1組：　田中　）

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解して適切に使う。

国語 言語文化 2

（2組：　西尾　） （3組：　小林　） （4組：　西尾　） （5組：　小林　）

言語文化国語

領域
評価規準

言葉の特徴や使い方、話や文章に含まれている
情報の扱い方、我が国の言語文化に関する知識
を習得し、様々な場面で適切に活用することが
できる。

（7組：　小林　） （8組：　田中　）

1

1

○ ○

12

単元:受け継がれる古文

【知識及び技能】
①文章の意味は文脈の中で形成され
ることを理解することができる。

【思考力、判断力、表現力等】
②作品や文章に表れているものの見
方、感じ方、考え方を捉え、内容を
解釈することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
③言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。

教材：『羅生門』（芥川龍之介）
　　　『今昔物語』

指導事項
・内容、構成、展開をとらえ、内
容を解釈する。
・解釈を深め、自分の考えをも
つ。
・表現の効果を理解する。

一人１台端末の活用　等
・ロイロノートの共有ノート機能
を活用し解釈の交流を行う。

○

①文章の意味は、文脈の中で形成されること
を理解している。［⑴エ］

②作品や文章に表れているものの見方、感じ
方、考え方を捉え、内容を解釈している。
［Ｂ⑴イ］

③解釈を交流する活動を通して、自分の考え
をさらに深めようとしている。 ○ ○ ○ 13

○

〇

〇 〇 〇 10

定期考査 〇 〇 1

〇

①古典の世界に親しむために、古典を読むた
めに必要な文語のきまりや訓読のきまり、古
典特有の表現などについて理解している。
［⑵ウ］

②「読むこと」において、作品や文章に表れ
ているものの見方、感じ方、考え方を捉え、
内容を解釈している。［Ｂ⑴イ］

③解釈を交流する活動を通して、自分の考え
をさらに深めようとしている。

7

単元：日本とつながる思想

【知識及び技能】
① 漢文訓読の基礎的な語法や表現
について理解することができる。

【思考力、判断力、表現力等】
②作品や文章に表れているものの見
方、感じ方、考え方を捉え、内容を
解釈することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
③言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。

教材：『論語』

指導内容
・言葉の特徴について理解する。
・解釈を深め、自分の考えをも
つ。

①我が国の言語文化の特質や我が国の文化と
外国の文化との関係について理解している。
［⑵ア］

②作品や文章に表れているものの見方、感じ
方、考え方を捉え、内容の解釈を深めてい
る。［Ｂ⑴イ］

〇 〇 〇 7

単元:旅のなかで詠まれる句

【知識及び技能】
①古典の世界に親しむために、古典
を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまり、古典特有の表現など
について理解することができる。

【思考力、判断力、表現力等】
②作品や文章の成立した背景や他の
作品などとの関係を踏まえ、内容の
解釈を深めることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
③言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。

教材：『奥の細道』（松尾芭蕉）

指導内容
・内容、構成、展開をとらえる。
・内容を解釈する。
・文章を評価し、解釈を深める。
・自分の考えをもつ。
・作品の背景を知る。

一人１台端末の活用　等
・ロイロノートの共有ノート機能
を活用し作品の背景について調べ
たことの共有を行う。

〇

①古典の世界に親しむために、古典を読むた
めに必要な文語のきまりや訓読のきまり、古
典特有の表現などについて理解している。
［⑵ウ］

②作品や文章の成立した背景や他の作品など
との関係を踏まえ、内容の解釈を深めてい
る。［Ｂ⑴エ］

③解釈を交流する活動を通して、自分の考え
をさらに深めようとしている。

〇 〇 〇

定期考査
〇 〇 1

３

学

期

単元：現代にも生きる教え

【知識及び技能】
①古典の世界に親しむために、古典
を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまり、古典特有の表現など
について理解することができる。

【思考力、判断力、表現力等】
②叙述をもとに解釈したり評価する
ことを通して、考えを深めることが
できる。

【学びに向かう力、人間性等】
③言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。

教材：『徒然草』（兼好法師）

指導事項
・内容、構成、展開をとらえる。
・内容を解釈する。
・文章を評価し、解釈を深める。

一人１台端末の活用　等
・ロイロノートの共有ノート機能
を活用し解釈の交流を行う。

①文章の意味は、文脈の中で形成されること
を理解している。［⑴エ］

②作品や文章に表れているものの見方、感じ
方、考え方を捉え、内容を解釈している。
［Ｂ⑴イ］

③「徒然草」を読み、表現に着目しながら解
釈をすることを通して、自らの考えを深めよ
うとしている。 〇 〇 〇 8

単元:

【知識及び技能】
①文章の意味は文脈の中で形成され
ることを理解することができる。

【思考力、判断力、表現力等】
②作品や文章に表れているものの見
方、感じ方、考え方を捉え、内容を
解釈することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
③言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。

教材：『夢十夜』（夏目漱石）

指導内容
・内容、構成、展開をとらえ、内
容を解釈する。
・解釈を深め、自分の考えをも
つ。
・表現の効果を理解する。

一人１台端末の活用　等
・ロイロノートの共有ノート機能
を活用し解釈の交流を行う。

①文章の意味は、文脈の中で形成されること
を理解している。［⑴エ］

②作品や文章に表れているものの見方、感じ
方、考え方を捉え、内容を解釈している。
［Ｂ⑴イ］

③解釈を交流する活動を通して、自分の考え
をさらに深めようとしている。 〇 〇 〇 8

定期考査 〇 〇 1

合計

70



年間授業計画

高等学校 令和７年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

指導項目・内容 評価規準 知 思 態

地理歴史 地理総合

（1組：小野寺　　）（2組：笹川　　） （3組：笹川　　） （4組：小野寺　　）

地理歴史 地理総合 2

保谷

（5組：小栗　　） （6組：小栗　　）

持続可能な社会に向けて、授業や社会に関わ
り、主体的に探究し、自分自身の意見を持つと
ともに、グループ内で合意形成をしようとして
いる。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

地理的事象に関して、GISや統計資料から情報
を読み取ったり、調査内容などを適切かつ効果
的にまとめている。

位置や分布、場所、人間と自然環境との相互依
存作用、地域などに着目して、地理的な課題に
向けて、構想したり、考察したりしている。

地理歴史

事象の意味や特色、相互の関連を、多面的、多角的に考察したり、課題解決を構想したりする力

持続可能な社会の実現に向けて、自ら主体的に授業や社会に関わろうとする力

地理総合

【 知　識　及　び　技　能 】日本や世界の地域的特色や歴史の展開について理解するとともに、地図や統計、史料を読み取る力

1

合計

70

単元「地球的課題と国際協力」
【知識及び技能】
　世界各地で見られる地球的課題
（環境問題、資源・エネルギー問
題、人口・食料問題および居住・都
市問題）について、課題の概要や複
雑性について理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
　世界各地で見られる地球的課題
（環境問題、資源・エネルギー問
題、人口・食料問題および居住・都
市問題）について、地域の結び付き
や問題相互の関連性を考察し、その
課題解決に向けた複雑性をコンセプ
トマップなどで表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
　世界各地で見られる地球的課題
（環境問題、資源・エネルギー問
題、人口・食料問題および居住・都
市問題）について、持続可能な社会
（多様な社会の形成を含む）を目指
して、主体的かつ対話的に学びを深
め、追究する態度を養う。

16

1

○○

○

○

○

【知識及び技能】
　世界各地で見られる地球的課題（環境問
題、資源・エネルギー問題、人口・食料問題
および居住・都市問題）について、課題の概
要や複雑性について理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
　世界各地で見られる地球的課題（環境問
題、資源・エネルギー問題、人口・食料問題
および居住・都市問題）について、地域の結
び付きや問題相互の関連性を考察し、その課
題解決に向けた複雑性をコンセプトマップな
どで表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】
　世界各地で見られる地球的課題（環境問
題、資源・エネルギー問題、人口・食料問題
および居住・都市問題）について、持続可能
な社会（多様な社会の形成を含む）を目指し
て、主体的かつ対話的に学びを深め、追究し
ている。

【知識・技能】
授業中に取り扱った基本的な知識・技能につ
いて理解している。

【思考・判断・表現】
発展的で思考力を問う問題に対しても、統計
資料や地図から適切に判断し表現できてい
る。

【指導内容】
１）環境問題と経済
２）人口問題と都市・居住問題
３）エネルギーと経済

【デジタル端末の活用と教材の関
係】
教科書や資料集などの活用に加え
て、以下のコンテンツを活用す
る。

教材として使用するコンテンツ
・地理院地図　・Google Earth

課題の提出や討論に関するツール
・ロイロノート

ロイロノート上にあるシンキング
ツールやロイロノートの特性を活
かして、課題の相互関係について
コンセプトマップでまとめたり、
発表したりする時間を設ける。

【定期考査】
第2部 第1章 生活文化の多様性と国
際理解に関するテストとし基本的な
知識・技能と論理的かつ効果的に作
図を行う思考力や表現力を図る。

17

【定期考査】
第1部 地図でとらえる現代世界及び
第2部 第1章 第1節 世界の地形と
人々の生活に関するテストとし基本
的な知識・技能と論理的かつ効果的
に作図を行う思考力や表現力を図
る。

【知識・技能】
授業中に取り扱った基本的な知識・技能につ
いて理解している。

【思考・判断・表現】
発展的で思考力を問う問題に対しても、統計
資料や地図から適切に判断し表現できてい
る。

○

（7組：笹川　　） （8組：笹川　　）

高等学校　新地理総合（帝国書院）、新詳地理資料COMPLETE2025（帝国書院）、コンパクト地理総合地図（二宮書店）

○ 8

単元「地図と地理情報システム」
「生活文化の多様性と国際理解」
【知識及び技能】
GISなどを用いて、情報を収集し、
読み取り、まとめる基礎的・基本的
な技能を身に付けるとともに、世界
の人々の特色ある生活文化が地理的
環境から影響を受けていることを理
解する。

【思考力、判断力、表現力等】
地図情報や統計資料を活用し、グ
ローバル化にともなう移民や経済な
どの現代的課題に対して、多面的・
多角的に考察し、議論する。世界の
生活文化について地理的環境の観点
から考察することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
紙の地図やGISを自ら操作し、グ
ローバル化にともなう移民や経済な
どの現代的な課題に関して主体的か
つ対話的に学びを深め、合意形成に
至る。世界の生活文化の多様性と国
際理解について主体的かつ対話的に
学びを深め、追及する態度を養う。

1

【指導内容】
１）国家と領域
２）グローバル化する世界
３）生活文化の多様性
４）世界の地形と人々の生活

【デジタル端末の活用と教材の関
係】
教科書や資料集などの活用に加え
て、以下のコンテンツを活用す
る。

地図操作や概念に関するコンテン
ツ
・地理院地図　・Google Earth

地図作成に関するコンテンツ
・地理院地図　・e-Stat
・jSTAT MAP　 ・RESAS

課題の提出や討論に関するツール
・ロイロノート

以上のコンテンツを、生徒が日々
の授業に対して振り返りや発展的
で探究的な学びを支援できるもの
として活用する。

【知識・技能】
　GISなどを用いて、情報を収集し、読み取
り、まとめる基礎的・基本的な技能を身に付
いている。世界の人々の特色ある生活文化が
地理的環境から影響を受けていることを理解
している。

【思考・判断・表現】
　地図情報や統計資料を用いた効果的な伝え
方について、多面的・多角的に考察し、表現
することができる。グローバル化にともなう
移民や経済などの現代的課題に対して、多面
的・多角的に考察し、議論することができ
る。世界の生活文化について地理的環境の観
点から考察している。

【主体的に学習に取り組む態度】
　地図表現の違いや身近なWebGISなどについ
て自ら操作し探究的に学ぼうとする態度があ
る。グローバル化にともなう移民や経済など
の現代的な課題に関して主体的かつ対話的に
学びを深め、合意を形成することができる。
生活文化の多様性と国際理解について、主体
的かつ対話的に学びを深め、追及している。

○ ○ ○ 12

配当
時数

単元の具体的な指導目標

○ 13

【定期考査】
第２部　国際理解と国際協力に関す
るテストとし基本的な知識・技能と
論理的かつ効果的に作図を行う思考
力や表現力を図る。

【知識・技能】
授業中に取り扱った基本的な知識・技能につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
発展的で思考力を問う問題に対しても、統計
資料や地図から適切に判断し表現できてい
る。

○ ○ 1

１

学

期

単元「地図と地理情報システム」
【知識及び技能】
　紙の地図を読図したり、レイヤー
などを駆使したGISの概念を理解す
る。GISなどを用いて、情報を収集
し、読み取り、まとめる基礎的・基
本的な技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
　地図情報や統計資料を用いた効果
的な伝え方について、多面的・多角
的に考察し、表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
　地図表現の違いや身近なWebGISな
どについて自ら操作し探究的に学ぼ
うとする態度を養う。

【指導内容】
１）地球上の位置と時差
２）地図の役割と種類

【デジタル端末の活用と教材の関
係】
教科書や資料集などの活用に加え
て、以下のコンテンツを活用す
る。

地図操作や概念に関するコンテン
ツ
・地理院地図　・Google Earth
・今昔マップ

地図作成に関するコンテンツ
・地理院地図　・e-Stat
・jSTAT MAP　 ・RESAS

課題の提出や討論に関するツール
・ロイロノート

以上のコンテンツを、生徒が日々
の授業に対して振り返りや発展的
で探究的な学びを支援できるもの

【知識・技能】
　紙の地図を読図したり、レイヤーなどのを
駆使したGISの概念を理解している。GISなど
を用いて、情報を収集し、読み取り、まとめ
る基礎的・基本的な技能を身に付いている。

【思考・判断・表現】
　地図情報や統計資料を用いた効果的な伝え
方について、多面的・多角的に考察し、表現
することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　地図表現の違いや身近なWebGISなどについ
て自ら操作し探究的に学ぼうとする態度があ
る。

○ ○

３

学

期

単元「地球的課題と国際協力」
【知識及び技能】
　日本での地震や津波、風水害につ
いて世界の状況を踏まえたグローバ
ルな視点や身近な地域などのローカ
ルの視点から理解する。特に、ロー
カルな視点については、ハザード
マップなどを読図する。

【思考力、判断力、表現力等】
　地域性を踏まえた防災について、
自然及び社会的条件とのかかわりか
ら考察する。また、今後の地域のあ
り方について伝えたり、表現したり
する。

【学びに向かう力、人間性等】
　身近な地域の課題や展望につい
て、持続可能な社会（防災の視点を
含む）を目指して、主体的かつ対話
的に学びを深め、地域のあり方につ
いて合意形成に至る。

【指導内容】
１）地震災害の概要
２）気象災害と自然災害
３）防災と持続可能な地域

【デジタル端末の活用と教材の関
係】
教科書や資料集などの活用に加え
て、以下のコンテンツを活用す
る。

地図操作や概念に関するコンテン
ツ
・地理院地図　・Google Earth
・今昔マップ

地図作成に関するコンテンツ
・地理院地図　・e-Stat
・jSTAT MAP　 ・RESAS

課題の提出や討論に関するツール
・ロイロノート

以上のコンテンツを、生徒が日々
の授業に対して振り返りや発展的
で探究的な学びを支援できるもの

単元「地球的課題と国際協力」
【知識及び技能】
　日本での地震や津波、風水害について世界
の状況を踏まえたグローバルな視点や身近な
地域などのローカルの視点から理解してい
る。特に、ローカルな視点については、ハ
ザードマップなどを読図している。

【思考力、判断力、表現力等】
　地域性を踏まえた防災について、自然及び
社会的条件とのかかわりから考察する。ま
た、今後の地域のあり方について伝えたり、
表現したりできる。

【学びに向かう力、人間性等】
　身近な地域の課題や展望について、持続可
能な社会（防災の視点を含む）を目指して、
主体的かつ対話的に学びを深め、地域のあり
方について合意形成できる。

２

学

期

単元「生活文化の多様性と国際理
解」
【知識及び技能】
　世界の人々の特色ある生活文化が
地理的環境から影響を受けたり、影
響を与えたりしていることに加え、
そういった文化には共通性や地域性
があることについて理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
　世界の生活文化について、地理的
環境（自然環境、宗教、歴史、産
業）の観点からその成り立ちや共通
性、地域性について考察することが
できる。生活文化を構成する要素が
多様な観点から成り立つことをコン
セプトマップなどで表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
　生活文化の多様性と国際理解につ
いて、持続可能な社会（多様な社会
の形成を含む）を目指して、主体的
かつ対話的に学びを深め、追究する
態度を養う。

【指導内容】
１）自然環境と生活文化
２）宗教と生活文化
３）歴史と生活文化
４）産業と生活文化

【デジタル端末の活用と教材の関
係】
教科書や資料集などの活用に加え
て、以下のコンテンツを活用す
る。

教材として使用するコンテンツ
・地理院地図　・Google Earth

課題の提出や討論に関するツール
・ロイロノート

図書館にある資料やインターネッ
ト上のデータを生徒が主体的に活
用する場面を設ける。

【知識及び技能】
　世界の人々の特色ある生活文化が地理的環
境から影響を受けたり、影響を与えたりして
いることに加え、そういった文化には共通性
や地域性があることについて理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
　世界の生活文化について、地理的環境（自
然環境、宗教、歴史、産業）の観点からその
成り立ちや共通性、地域性について考察して
いる。生活文化を構成する要素が多様な観点
から成り立つことをコンセプトマップなどで
表現している。

【学びに向かう力、人間性等】
　生活文化の多様性と国際理解について、持
続可能な社会（多様な社会の形成を含む）を
目指して、主体的かつ対話的に学びを深め、
追究している。

○ ○

【定期考査】
第３部　持続可能な地域づくりと私
たち及び年間で扱った内容に関する
テストとし基本的な知識・技能と論
理的かつ効果的に作図を行う思考力
や表現力を図る。

【知識・技能】
授業中に取り扱った基本的な知識・技能につ
いて理解している。

【思考・判断・表現】
発展的で思考力を問う問題に対しても、統計
資料や地図から適切に判断し表現できてい
る。

○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

【知識・技能】
授業中に扱った基本的な知識を理解してい
る。諸資料を扱う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料をもとに思考力を働かせて判断・考察
し、その結果を適切に表現している。

○ ○ 1

学年末考査 【知識・技能】
授業中に扱った基本的な知識を理解してい
る。諸資料を扱う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料をもとに思考力を働かせて判断・考察
し、その結果を適切に表現している。

○ ○ 1

〇 9

11

地理歴史

（１・４・５・６組：笹川） （２・３・７・８組：井手）

【指導事項】
歴史の扉　①歴史と私たち
　　　　　②歴史の特質と資料
＜第Ⅰ部　第１章　結びつく世界
と日本の開国＞
「近代化と私たち」について問い
を表現する
①１８世紀の東アジアにおける社
会と経済
②貿易が結んだ世界と日本
③産業革命
④中国の開港と日本の開国
【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用

【知識及び技能】
産業革命による工業化、中国の開港
と日本の開国、世界市場の形成など
について、基本的な知識を理解す
る。諸資料から様々な情報を適切か
つ効果的に調べまとめる技能を身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】
世界市場の形成などについての諸資
料を読みとくことを通して、歴史事
象の特徴について多面的・多角的に
考察・議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
産業革命などの歴史事象を材料とし
て、よりよい社会の実現をめざして
課題を主体的かつ対話的に学びを深
め、追究する態度を養う。

【知識・技能】
産業革命による工業化、中国の開港と日本の
開国、世界市場の形成などについて、基本的
な知識を理解している。諸資料から様々な情
報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身
につけている。
【思考・判断・表現】
世界市場の形成などについての諸資料を読み
とくことを通して、歴史事象の特徴について
多面的・多角的に考察・議論し、文章等で表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
産業革命などの歴史事象を材料として、より
よい社会の実現をめざして課題を主体的かつ
対話的に学びを深め、追究しようとしてい
る。

○ ○

日本や世界の地域的特色や歴史の展開について理解するとともに、地図や統計、史料を読み取る力

近現代の歴史の変化に関わる諸事象につい
て、よりよい社会の実現を視野に課題を主体
的に追究、解決しようとする態度を養うとと
もに、他国や他国の文化を尊重することの大
切さについての自覚などを深める。

【学びに向かう力、人間性等】

歴史総合
地理歴史 歴史総合 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

知識：近現代の歴史の変化に関わる諸事象につ
いて、世界とその中の日本を広く相互的な視野
から捉え、近現代の歴史を理解する。
技能：諸資料から歴史に関する様々な情報を適
切に調べまとめる技能を身につける。

近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意
義、特色などを、概念などを活用して多面
的・多角的に考察し、考察したことを効果的
に説明したり、それらを基に議論したり表現
する力を養う。

『現代の歴史総合　みる・読みとく・考える』（山川出版社）

３

学

期

【知識及び技能】
脱植民地化と第三世界の形成、核兵
器をめぐる緊張と緩和、高度経済成
長などについて、基本的な知識を理
解する。諸資料から様々な情報を適
切かつ効果的に調べまとめる技能を
身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
脱植民地化などについての諸資料を
読みとくことを通して、歴史事象の
特徴について多面的・多角的に考
察・議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
高度経済成長などの歴史事象を材料
として、よりよい社会の実現をめざ
して課題を主体的かつ対話的に学び
を深め、追究する態度を養う。

【指導事項】
＜第Ⅲ部　第５章　冷戦と世界経
済＞
「グローバル化と私たち」につい
て問いを表現する
①冷戦下の地域紛争と脱植民地化
②東西両陣営の動向と1960年代の
社会
③軍拡競争から緊張緩和へ
④地域連携の形成と展開
⑤計画経済とその波及
⑥日本の高度経済成長
⑦アジアのなかの戦後日本
【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用

【知識・技能】
世界恐慌、第二次世界大戦と戦後の国際経済
体制の成立、冷戦、日本の占領などについ
て、基本的な知識を理解している。諸資料か
ら様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめ
る技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
第二次世界大戦などについての諸資料を読み
とくことを通して、歴史事象の特徴について
多面的・多角的に考察・議論し、文章等で表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
冷戦などの歴史事象を材料として、よりよい
社会の実現をめざして課題を主体的かつ対話
的に学びを深め、追究しようとしている。

〇 〇

２

学

期

【知識及び技能】
第一次世界大戦と戦後の国際協調体
制の成立、ソヴィエト連邦の成立な
どについて、基本的な知識を理解す
る。諸資料から様々な情報を適切か
つ効果的に調べまとめる技能を身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】
第一次世界大戦などについての諸資
料を読みとくことを通して、歴史事
象の特徴について多面的・多角的に
考察・議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
ヴェルサイユ体制などの歴史事象を
材料として、よりよい社会の実現を
めざして課題を主体的かつ対話的に
学びを深め、追究する態度を養う。

【指導事項】
＜第Ⅱ部　第３章　総力戦と社会
運動＞
「国際秩序の変化や大衆化と私た
ち」について問いを表現する
①第一次世界大戦の展開
②ソヴィエト連邦の成立とアメリ
カ合衆国の台頭
③ヴェルサイユ体制とワシントン
体制
④世界経済の変容と日本
⑤アジアのナショナリズム
⑥大衆の政治参加
⑦消費社会と大衆文化
【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用

【知識・技能】
第一次世界大戦と戦後の国際協調体制の成
立、ソヴィエト連邦の成立などについて、基
本的な知識を理解している。諸資料から様々
な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能
を身につけている。
【思考・判断・表現】
第一次世界大戦などについての諸資料を読み
とくことを通して、歴史事象の特徴について
多面的・多角的に考察・議論し、文章等で表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
ヴェルサイユ体制などの歴史事象を材料とし
て、よりよい社会の実現をめざして課題を主
体的かつ対話的に学びを深め、追究しようと
している。

〇 〇

【知識及び技能】
ドルショックとオイルショック、開
発独裁、冷戦の終結とソ連の崩壊、
地域統合と地域紛争などについて、
基本的な知識を理解する。諸資料か
ら様々な情報を適切かつ効果的に調
べまとめる技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
石油危機などについての諸資料を読
みとくことを通して、歴史事象の特
徴について多面的・多角的に考察・
議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
冷戦終結などの歴史事象を材料とし
て、よりよい社会の実現をめざして
課題を主体的かつ対話的に学びを深
め、追究する態度を養う。

【知識及び技能】
世界恐慌、第二次世界大戦と戦後の
国際経済体制の成立、冷戦、日本の
占領などについて、基本的な知識を
理解する。諸資料から様々な情報を
適切かつ効果的に調べまとめる技能
を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
第二次世界大戦などについての諸資
料を読みとくことを通して、歴史事
象の特徴について多面的・多角的に
考察・議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
冷戦などの歴史事象を材料として、
よりよい社会の実現をめざして課題
を主体的かつ対話的に学びを深め、
追究する態度を養う。

【指導事項】
＜第Ⅱ部　第４章　経済危機と第
二次世界大戦＞
①世界恐慌の時代
②ファシズムの慎重と共産主義
③日中戦争への道
④第二次世界大戦の展開
⑤第二次世界大戦下の社会
⑥国際連合と国際経済体制
⑦占領と戦後改革
⑧冷戦の始まりと東アジア諸国の
動向
⑨日本の独立と日米安全保障条約
「国際秩序の変化や大衆化と現代
的な課題」について考察・表現す
る
【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用

【知識・技能】
世界恐慌、第二次世界大戦と戦後の国際経済
体制の成立、冷戦、日本の占領などについ
て、基本的な知識を理解している。諸資料か
ら様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめ
る技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
第二次世界大戦などについての諸資料を読み
とくことを通して、歴史事象の特徴について
多面的・多角的に考察・議論し、文章等で表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
冷戦などの歴史事象を材料として、よりよい
社会の実現をめざして課題を主体的かつ対話
的に学びを深め、追究しようとしている。

〇 〇

中間考査 【知識・技能】
授業中に扱った基本的な知識を理解してい
る。諸資料を扱う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料をもとに思考力を働かせて判断・考察
し、その結果を適切に表現している。

○ ○

期末考査

１

学

期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

【知識及び技能】
市民革命、ナショナリズム、明治維
新、日本の産業革命、帝国主義など
について、基本的な知識を理解す
る。諸資料から様々な情報を適切か
つ効果的に調べまとめる技能を身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】
市民革命などについての諸資料を読
みとくことを通して、歴史事象の特
徴について多面的・多角的に考察・
議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
帝国主義などの歴史事象を材料とし
て、よりよい社会の実現をめざして
課題を主体的かつ対話的に学びを深
め、追究する態度を養う。

○

○ 10

○

【指導事項】
＜第Ⅰ部　第２章　国民国家と明
治維新＞
①市民革命
②国民国家とナショナリズム
③明治維新
④日本の産業革命
⑤帝国主義
⑥変容する東アジアの国際秩序
⑦日露戦争と東アジアの変動
「近代化と現代的な諸課題」につ
いて考察・表現する
【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用

【知識・技能】
市民革命、ナショナリズム、明治維新、日本
の産業革命、帝国主義などについて、基本的
な知識を理解している。諸資料から様々な情
報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身
につけている。
【思考・判断・表現】
市民革命などについての諸資料を読みとくこ
とを通して、歴史事象の特徴について多面
的・多角的に考察・議論し、文章等で表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
帝国主義などの歴史事象を材料として、より
よい社会の実現をめざして課題を主体的かつ
対話的に学びを深め、追究しようとしてい
る。

○ ○

期末考査 【知識・技能】
授業中に扱った基本的な知識を理解してい
る。諸資料を扱う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料をもとに思考力を働かせて判断・考察
し、その結果を適切に表現している。

○ ○

地理歴史

事象の意味や特色、相互の関連を、多面的、多角的に考察したり、課題解決を構想したりする力

持続可能な社会の実現に向けて、自ら主体的に授業や社会に関わろうとする力

歴史総合

【 知　識　及　び　技　能 】

合計
70

12

中間考査 【知識・技能】
授業中に扱った基本的な知識を理解してい
る。諸資料を扱う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料をもとに思考力を働かせて判断・考察
し、その結果を適切に表現している。

○

配当
時数

〇 12

【指導事項】
＜第Ⅲ部　第６章　世界秩序の変
容と日本＞
①石油危機
②アジア諸地域の経済発展
③市場開放と経済の自由化
④情報技術革命とグローバリゼー
ション
⑤冷戦の終結とソ連の崩壊
⑥現代の東アジア
⑦東南アジア・アフリカ・ラテン
アメリカの民主化
⑧地域統合の拡大と変容
⑨地域紛争と国際社会
「現代的な諸課題の形成と展望」
について考察し・表現する
【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用

【知識・技能】
世界恐慌、第二次世界大戦と戦後の国際経済
体制の成立、冷戦、日本の占領などについ
て、基本的な知識を理解している。諸資料か
ら様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめ
る技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
第二次世界大戦などについての諸資料を読み
とくことを通して、歴史事象の特徴について
多面的・多角的に考察・議論し、文章等で表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
冷戦などの歴史事象を材料として、よりよい
社会の実現をめざして課題を主体的かつ対話
的に学びを深め、追究しようとしている。

〇 〇 〇

1

〇 11



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：（１組：谷藤）（２組：友利）（３組：谷藤）（４組：友利）（５組：谷藤）（６組：友利）（７組：谷藤）（８組：友利）

使用教科書： ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

14

【データの分析】
データの散らばり具合や傾向を数値
化する方法を考察する力，目的に応
じて複数の種類のデータを収集し，
適切な統計量やグラフ，手法などを
選択して分析を行い，データの傾向
を把握して事象の特徴を表現する
力，不確実な事象の起こりやすさ着
目し，首長の妥当性について，実験
などを通して判断したり，批判的に
考察したりする力などを養う。

データの整理
データの代表遅
データの散らばりと四分位数
分散と標準偏差
２つの変量の解だの関係
仮説検定の考え方

【知識・技能】
平均値，中央値，最頻値，範囲，四分位範囲，
相関係数などの定義や意味を理解し，それらを
求めることができる。
【思考・判断・表現】
データの分析の仕方によって，適切な代表値を
求める必要があることを理解している。データ
の散らばり具合をどのように数値化するかを考
察することができる。変量の変換によって，平
均値や標準偏差がどのように変化するかを考察
することができる。データの相関を散布図や相
関係数を利用して説明できる。
【主体的に取組む態度】
データを整理して全体の傾向を考察しようとす
る。身近な統計における代表値の意味について
考察しようとする。データの散らばり具合をど
のようい数値化するかを考察しようとする。変
量の変換によって平均値や標準偏差がどのよう
に変化するか，考察しようとする。相関の強弱
を数値化する方法を考察しようとする。

〇 〇 〇

2次方程式と2次不等式
2次不等式も2次関数のグラフとx軸の
関係から考察し，2次不等式が解ける
ようにする。

2次不等式
2次関数のグラフとx軸の位置関係

【知識・技能】
2次方程式を，因数分解や解の公式を利用して解
くことができる。2次関数のグラフとx軸の共有
点の座標を求めることができる。
【思考・判断・表現】
2次方程式の解の公式と判別式との関係を理解
し，解の判別に利用できる。解がない場合など
特別な場合も含めて，2次関数のグラフを用いれ
ば2次不等式を解くことができる。2次関数のグ
ラフとx軸の共有点の位置について，グラフを利
用して解決できる。
【主体的に取り組む態度】
2次方程式の解を考察するのに，2次関数のグラ
フを積極的に利用しようとする。1次不等式と1
次関数の関係をもとに，2次不等式と2次関数の
関係を考察しようとする。

〇 〇 〇

定期考査

定期考査 〇 〇 1

〇 〇 1定期考査

11

合計

14

定期考査
〇 〇

関数とグラフ 【知識・技能】
関数の定義を理解し，関数を式で表すことがで
きる。関数のグラフの意味を理解している。放
物線の軸，頂点などについて理解し，2次関数y
＝ax2のグラフをかくことができる。
【思考・判断・表現】
放物線の平行移動を，頂点の移動に着目して考
察できる。放物線の平行移動について，x軸方
向，y軸方向などの用語を用いて表現できる。最
大値・最小値を求めることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
グラフの平行移動，対称移動の一般公式の意味
を考察したり，それを活用してグラフの方程式
を求めたりしようとする。最大値，最小値の条
件から関数や定義域を自由に定め，それらから
一般的な性質を導き出そうとする。

○ ○ ○ 15

集合と命題
中学校までに取り扱ってきた数を実
数としてまとめて数の体系について
の理解を深め，実数が四則演算に関
して閉じていることや，直線上の点
と1対1に対応していることなどにつ
いて理解する。また，簡単な無理数
の四則計算や分母の有理化ができる
ようにする。

命題と証明
命題と条件

【知識・技能】
　必要条件，十分条件，同値を理解し，その判
定ができる。条件の否定の意味を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
対偶を用いて命題を証明することができる。命
題の真偽や必要条件，十分条件について，集合
と関連付けて理解したり説明したりしようとす
る態度がある。
【主体的に学習に取り組む態度】
今まで学習してきた数の体系を，計算の可能性
と関連付けてその包含関係などを整理し，考察
しようとする。

○ ○ ○

３

学

期

【三角比】
三角比の意味やその基本的な性質に
ついて理解し，三角比を用いた計量
を行うなど，三角比を事象の考察に
活用できるようにする。正弦定理，
余弦定理について理解し，それらを
適切に用いて三角形の辺や角を求め
られるようにし，あわせて三角形の
面積も求められるようにする。ま
た，これらのことを空間図形を含む
様々な事象に活用できるようにす
る。

三角比
三角比の相互関係
正弦定理・余弦定理

【知識・技能】
三角比の定義を理解し，直角三角形において正
弦・余弦・正接を求めることができる。三角比
の相互関係を利用して，三角比の1つの値がわ
かっているとき，残りの2つの値を求めることが
できる。90°－θの三角比の公式を利用して，
ある角の三角比を別の角の三角比で表すことが
できる。鈍角の三角比を鋭角の三角比で表すこ
とができる。
【思考・判断・表現】
具体的な事象における長さや角度について，三
角比を用いて捉え，三角比の値からそれらを求
めることができる。3つある三角比の相互関係の
それぞれをどのような場面で用いるか判断する
ことができる。角の値によって三角比の値がど
のように増減するか，適切に表現できる。
【主体的に取り組む態度】
三角比の値が三角形の大きさによらず，角の大
きさだけで定まることに関心をもつことができ
る。三角比の相互関係を，三角比の定義や三平
方の定理などから導出しようとする。正弦定
理、余弦定理を証明しようとする。

〇 〇

1

２

学

期

定期考査
○ ○

〇 26

1

２次関数
2次関数の最大値，最小値をグラフを
用いて求められるようにし，それを
様々な事象の考察に活用できるよう
にする。また，条件から2次関数を決
定できるようにする。

2次関数のグラフ
2次関数の最大値・最小値
2次不等式

【知識・技能】
2次関数の最大値または最小値をもつことを理解
し，求めることができる。2次関数の定義域が制
限されている場合に最大値と最小値を求めるこ
とができる。与えられた条件から2次関数を決定
することができる
【思考・判断・表現】
2次関数の値の変化をグラフから考察することが
できる。具体的な事象の最大・最小の問題を，2
次関数を用いて表現し，処理することができ
る。定義域が変化するときやグラフが動くとき
の最大値や最小値について，考察することがで
きる。2次関数の決定において，条件を処理する
のに適した式の形を判断することができる。
【主体的に取り組む態度】
日常生活における具体的な事象の考察に，2次関
数の最大・最小の考えを活用しようとする。2次
関数の決定条件に興味，関心を持ち，考察しよ
うとする。

〇 〇 〇

105

○ ○ 1

態 配当
時数

１

学

期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

数と式
式を扱うための基本的な用語や計算
方法について理解する。また，式を1
つの文字に着目して整理したり，1つ
の文字におき換えたりするなど，目
的に応じた式の見方ができるように
し，既に学習した計算方法と関連付
けるなど，式を多面的に捉える力を
培う。

数と式
多項式の加法と減法
多項式の乗法
因数分解
実数
根号を含む計算

【知識・技能】
単項式や多項式，同類項，次数など式に関する
用語を理解し、加法や減法などの計算ができ
る。指数法則や分配法則を用いて計算ができ
る。公式を理解し、展開や因数分解ができる。
共通因数をくくり出して因数分解ができる。有
理数が整数，有限小数，循環小数を理解し,分数
を循環小数で，循環小数を分数で表すことがで
きる。絶対値の意味を理解し，実数の絶対値を
求めることができる。根号を含む式の加法，減
法，乗法，除法の計算ができる。
【思考・判断・表現】
少し複雑な式の計算を工夫して行うことができ
る。式を１つの文字におき換えたり，積の組み
合わせを工夫したりすることで，式の展開を簡
略化することができる。実数の絶対値を用いて
数直線上の距離を考えられる。
【主体的に学習に取り組む態度】
単項式，多項式とその整理の仕方に関心をも
ち，考察しようとする。式変形の工夫につい
て，その理由を振り返って考えたり，どの文字
で整理するかなど，よりよい因数分解の方法に
ついて考察したりしようとする。

○ ○ ○ 12

8

2次関数
関数とそのグラフについて理解す
る。また，2次関数のグラフの特徴に
ついて，頂点の平行移動と関連付け
て理解し，2次関数のグラフがかける
ようにする。

数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析につ
いての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解す
るとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈し
たり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付
けるようにする。

命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形したりする
力，図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性質や計量について論理的に考察し表現す
る力，関数関係に着目し，事象を的確に表現してその特徴を表，式，グラフを相互に関連
付けて考察する力，社会の事象などから設定した問題について，データの散らばりや変量
間の関係などに着目し，適切な手法を選択して分析を行い，問題を解決したり，解決の過
程や結果を批判的に考察し判断したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，
粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度や創造性の
基礎を養う。

高等学校　数学Ⅰ

数学

【 知　識　及　び　技　能 】数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図る。

事象を数学的に考察する能力を培う。また問題を解決したり，解決の過程や結果を批判的に考察し判断したりする力を養う。

数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。

保谷 数学 数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 3

数学Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】



年間授業計画　新様式

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：（１組：塚原） （２組：塚原） （３組：友利） （４組：谷藤） （５組：友利） （６組：谷藤） （７組：塚原） （８組：塚原）

使用教科書：（ ）

使用教材： （ ）

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

保谷 数学 数学A
数学 数学A 2

数学A

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

図形の性質，場合の数と確率についての基本的な概
念や原理・法則を体系的に理解するとともに，数学
と人間の活動の関係について認識を深め，事象を数
学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・
処理したりする技能を身に付けるようにする。

図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の性質を見
いだし，論理的に考察する力，不確実な事象に着目し，
確率の性質などに基づいて事象の起こりやすさを判断す
る力，数学と人間の活動との関わりに着目し，事象に数
学の構造を見いだし，数理的に考察する力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，
粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度や創造性の
基礎を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解
釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考
察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよ
うとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善しようとする態度や創造性の基
礎を培う。

高等学校数学A(数研出版）

4プロセス数学Ⅰ＋A

態
配当
時数

１
学
期

1章　場合の数と確率
場合の数を求めるための基本的な考え方
について理解する。また，様々な場合の
数を求めるための公式について，それを
適用するだけにとどまらず，公式が導出
される過程についても理解し，様々な場
合の数に応用できるような力を培う。

①集合の要素の個数
・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】場合の数と確率についての基
本的な概念や原理・法則を体系的に理解する
とともに，事象を数学化したり，数学的に解
釈したり，数学的に表現・処理したりする技
能を身に付けるようにする。
【思考・判断・表現】不確実な事象に着目
し，確率の性質などに基づいて事象の起こり
やすさを判断する力，数理的に考察する力を
養う。
【主体的に学習に取り組む態度】数学のよさ
を認識し数学を活用しようとする態度，粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしようとする
態度や創造性の基礎を養う。

○ ○ ○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

定期考査 ○ ○ 〇 1

〇 〇 〇

10

1章　場合の数と確率
場合の数を求めるための基本的な考え方
について理解する。また，様々な場合の
数を求めるための公式について，それを
適用するだけにとどまらず，公式が導出
される過程についても理解し，様々な場
合の数に応用できるような力を培う。

②場合の数
③順列
④組合せ
⑤事象と確率
・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】場合の数と確率についての基
本的な概念や原理・法則を体系的に理解する
とともに，事象を数学化したり，数学的に解
釈したり，数学的に表現・処理したりする技
能を身に付けるようにする。
【思考・判断・表現】不確実な事象に着目
し，確率の性質などに基づいて事象の起こり
やすさを判断する力，数理的に考察する力を
養う。
【主体的に学習に取り組む態度】数学のよさ
を認識し数学を活用しようとする態度，粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしようとする
態度や創造性の基礎を養う。

○ ○ ○

1

〇

定期考査 〇 〇 〇

〇 10

1

1章　場合の数と確率
確率の意味とその表し方や性質について
理解し，場合の数の求め方を活用するな
どして，様々な事象の確率を求められる
ようにする。また，試行の独立について
理解を深め，反復試行の確率や条件付き
確率を求められるようにする。さらに，
期待値について理解し，それを求められ
るようにするとともに，様々な判断に用
いるような姿勢を養う。

⑥確率の基本性質
⑦独立な試行と確率
⑧条件付き確率
⑨期待値
・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】場合の数と確率についての基
本的な概念や原理・法則を体系的に理解する
とともに，事象を数学化したり，数学的に解
釈したり，数学的に表現・処理したりする技
能を身に付けるようにする。
【思考・判断・表現】不確実な事象に着目
し，確率の性質などに基づいて事象の起こり
やすさを判断する力，数理的に考察する力を
養う。
【主体的に学習に取り組む態度】数学のよさ
を認識し数学を活用しようとする態度，粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしようとする
態度や創造性の基礎を養う。

○ ○ ○ 16

2章　図形の性質
平面図形の様々な性質について，その証
明を含めて理解し，それを様々な事象の
考察や，新たな性質の証明などに活用で
きるような力を培う。

定期考査 ○ ○ 〇

定期考査

1

２
学
期

２
学
期

〇 23

定期考査 〇 〇 〇 1

３
学
期

2章　図形の性質
平面図形の様々な性質について，その証
明を含めて理解し，それを様々な事象の
考察や，新たな性質の証明などに活用で
きるような力を培う。
様々な空間図形の性質について，平面図
形との違いにも注目しながら理解し，
様々な事象の考察に活用できるようにす
る。

④円に内接する四角形
⑤円と直線
⑥2つの円
⑦作図
⑧直線と平面
⑨多面体
・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】図形の構成要素間の関係など
に着目し，図形の性質を見いだし，論理的に
考察する力，図形の性質についての基本的な
概念や原理・法則を体系的に理解するととも
に，事象を数学化したり，数学的に解釈した
り，数学的に表現・処理したりする技能を身
に付けるようにする。
【思考・判断・表現】図形の構成要素間の関
係などに着目し，図形の性質を見いだし，論
理的に考察する力，数理的に考察する力を養
う。
【主体的に学習に取り組む態度】数学のよさ
を認識し数学を活用しようとする態度，粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしようとする
態度や創造性の基礎を養う。

〇 〇

①三角形の角の二等分線と辺の比
②三角形の外心・内心・重心
③チェバの定理・メネラウスの定
理
・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】図形の性質についての基本的
な概念や原理・法則を体系的に理解するとと
もに，事象を数学化したり，数学的に解釈し
たり，数学的に表現・処理したりする技能を
身に付けるようにする。
【思考・判断・表現】不確実な事象に着目
し，確率の性質などに基づいて事象の起こり
やすさを判断する力，数理的に考察する力を
養う。
【主体的に学習に取り組む態度】数学のよさ
を認識し数学を活用しようとする態度，粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしようとする
態度や創造性の基礎を養う。

〇



年間授業計画

高等学校 令和７年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（4組：原田）

理科 化学基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

日常生活や社会との関連を図りながら，物質と
その変化について理解するとともに，科学的に
探究するために必要な観察，実験などに関する
基本的な技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を
養う。

化基704「化学基礎」実教出版

理科

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

化学基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

（7組：橋本） （8組：原田）

配当
時数

単元 物質の構成
【知識及び技能】
粒子の熱運動と温度および物質の三
態変化との関係について理解する。
原子の構造および陽子，中性子，電
子の性質を理解する。同位体の定義
とその性質を理解する｡

　
【思考力、判断力、表現力等】
粒子の熱運動と温度および物質の三
態変化との関係について理解する。
原子の構造および陽子，中性子，電
子の性質を理解する。同位体の定義
とその性質を理解する｡

【学びに向かう力、人間性等】
元素の意味を知り，純物質のなりた
ちを理解する｡

・教材
　新ゼミナール化学基礎　浜島書店
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
身のまわりの物質を純物質と混合物に分類す
ることができる。
物質を探究するための具体的な方法を身につ
けている。
粒子の熱運動と粒子間にはたらく力との関係
を理解している。
　
【思考・判断・表現】
実験3「ヨウ素の分離」において，実験結果を
考察し，発表することができる。
物質の物理的，化学的性質を調べることによ
り，物質が数種類に分類できることを実験的･
論理的に考え，表現することができる。
物質の状態変化について粒子の運動をもとに
考えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
物質の構造や性質に関する事象に関心をも
ち，意欲的に物質を探究しようとする。
身近な物質の三態変化と，粒子の熱運動と温
度との関係に関心をもち，それらを意欲的に
探究しようとする。
また，意欲的に「やってみよう」「考えてみ
よう」に取り組む。

○ ○ ○ 12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

保谷

定期考査 共通問題をマークシートで行う。
および振り返りを行う

○ ○

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を
身に付けるようにする。

（5組：橋本） （6組：原田）

物質とその変化に主体的に関わり，科学的に探
究しようとする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 化学基礎

（1組：橋本） （2組：橋本） （3組：原田）

定期考査 共通問題をマークシートで行う。
および振り返りを行う

○ ○ 2

単元 物質と化学結合
【知識及び技能】
元素の周期律および原子の電子配置
と周期表の族や周期との関係につい
て理解する。陽イオンと陰イオン間
の静電気的引力によりイオン結合が
形成されることを理解する。イオン
結晶の組成式のつくりかたやイオン
結晶の性質を理解する｡分子中の原
子の結合および分子の構造を表す方
法を理解する金属元素の結合と性質
を理解する｡また，種々の金属につ
いて理解する。それぞれの化学結合
によってできた結晶について，その
性質や構成粒子などを比較し，理解
する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
元素の周期律および原子の電子配置
と周期表の族や周期との関係につい
て理解する。イオン結晶の組成式の
つくりかたやイオン結晶の性質を理
解する｡分子中の原子の結合および
分子の構造を表す方法を理解する｡
金属元素の結合と性質を理解する｡
また，種々の金属について理解す
る。それぞれの化学結合でできた代
表的な物質について理解する。

【学びに向かう力、人間性等】
金属元素の結合と性質を理解する｡
また，種々の金属について理解す
る。

・教材
　新ゼミナール化学基礎　浜島書店
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
原子は原子核と電子からなっていて，価電子
が物質の性質を決めていることを理解してい
る。
同位体についての正しい知識を身につけてい
る。
元素の性質が電子配置と関係しており，現在
の周期表がつくられていることを理解するこ
とができる。
イオン結合がイオン間の静電気的な引力によ
る結合であることを理解している。
共有結合を電子配置と関連づけて理解してい
る。
配位結合について理解している。
分子の電子式・構造式を書くことができる。
電気陰性度を理解している。
分子に働く力を理解し，分子結晶や高分子化
合物について理解している。
金属結合が自由電子の介在した結合であるこ
とを理解している。
【思考・判断・表現】
原子構造の簡単なモデルを描く技能を習得
し，的確に表現することができる。
イオンの生成を電子配置と関連づけて考える
ことができる。
イオン結合でできた物質に共通する性質につ
いて，推論することができる
水溶液中や溶融した状態のイオンの挙動をイ
メージし，表現することができる。
実験5「分子模型の製作」を通して，分子の結
合と形について考えることができる。
電気陰性度を理解し，分子の形とあわせて極
性について考えることができる。
実験6「分子の極性と溶解」を行い極性につい
ての理解を深め，実験で得た知識を発表する
ことができる。自由電子と金属の性質を結び
付けて考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
元素の性質に興味をもち，元素の性質が周期
的に変わることを探究しようとする。イオン
結合でできた物質の性質について探究しよう
とする。分子からなる物質や，共有結合の結
晶の性質について探究しようとする。金属元
素どうしがどのように結びついているのかに
ついて探究しようとする。
金属に共通する性質について，探究しようと

○ ○ ○ 12

定期考査 共通問題をマークシートで行う。
および振り返りを行う

○ ○ 2

単元 物質量と化学反応式
【知識及び技能】
非常に小さな質量の原子や分子の質
量は，12Ｃを基準にした相対質量で
表されることを知る｡また，原子量
は，同位体の各原子の相対質量の平
均値であることを理解する｡原子量
や分子量などに単位グラムをつけた
質量中には，同数の原子や分子など
が含まれることを理解させ，その具
体的な数値が6.0×1023個で，この
粒子の集団を1 molということを知
る｡溶液の濃さを表す方法を学習
し，質量パーセント濃度，モル濃度
の計算を習得する。簡単な化学反応
式とイオン反応式が書けるようにな
る。
　
【思考力、判断力、表現力等】
非常に小さな質量の原子や分子の質
量は，12Ｃを基準にした相対質量で
表されることを知る｡また，原子量
は，同位体の各原子の相対質量の平
均値であることを理解する｡　簡単
な化学反応式とイオン反応式が書け
るようになる。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
原子量･分子量･式量と物質量の関係を論理的･
分析的･包括的に理解している。
物質量を用いた基本的な計算ができる。
化学式が使用できるとともに，原子量･分子
量･式量･物質量の知識を身につけている。
物質量と気体の体積の関係を理解している。
モル濃度が，溶液の体積と溶質の物質量との
関係を表していることを理解している。
溶液調製に必要な実験器具を適切に取り扱
い，目的とする濃度の水溶液を調製する技能
を習得している。基本的な化学式，化学反応
式を書く技能を習得している。
　
【思考・判断・表現】
質量パーセント濃度とモル濃度の違いを表現
することができる。
化学式，化学反応式を書く技能を習得し，的
確に表現することができる。
実験8「化学反応式の量的関係」を行い，反応
式の係数が，物質量の比を表していることを
見出すことができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
溶液の濃度の表し方について探究しようとす
る。
いろいろな物質の化学変化に注目し，化学変
化の量的関係を物質量と関連づけて考察しよ
うとするとともに，意欲的にそれらを探究し
ようとする。

○ ○ ○ 12

○ 2

定期考査 共通問題をマークシートで行う。
および振り返りを行う

○ ○ 2

単元 酸と塩基
【知識及び技能】
水素イオン濃度とpHとの関係を知
り，pHの値で，水溶液の酸性・塩基
性の程度がわかることを理解する。
酸と塩基が反応するとたがいの性質
を打ち消し，塩を生成することを理
解し，また，塩の分類と塩の水溶液
の液性を理解する。H＋とOH－とが
1：1で反応することを知り，また，
中和滴定の計算を理解する。

【学びに向かう力、人間性等】
酸と塩基が反応するとたがいの性質
を打ち消し，塩を生成することを理
解し，また，塩の分類と塩の水溶液
の液性を理解する。H＋とOH－とが
1：1で反応することを知り，また，
中和滴定の計算を理解する。

・教材
　新ゼミナール化学基礎　浜島書店
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
酸･塩基の定義を理解し，日常生活と関連つけ
て酸･塩基の反応を捉えることができる。
酸･塩基の価数・強弱の関係を理解している。
酸性，塩基性の程度とpHの関係を理解してい
る。
実験10「pHの測定」を行い，pH試験紙やpH
メーターでいろいろな溶液や身近な物質のpH
を測定する技能を習得している。
中和反応における量的関係を理解している。
実験11「中和滴定」を行い，メスフラスコ，
ビュレット，ホールピペットなどの実験器具
の取り扱いを習得している。
酸･塩基の量的関係から濃度未知の酸や塩基の
濃度を実験で求める技能を習得している。
　
【思考・判断・表現】
酸･塩基の化学式や酸･塩基の反応を通して，
酸と塩基の共通性を見出し，酸･塩基の定義を
理解できる。酸･塩基の価数・強弱の関係を理
解し，電離度に関連付けて考察することがで
きる。
実験10「pHの測定」を行い，さまざまな酸・
塩基の強弱について考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
酸・塩基はどのような物質であるか探究する
とともに，酸性，塩基性の程度を表す方法を
探究しようとする。

○ ○ ○ 12

合計

70

１

学

期

2

学

期

３

学

期

2

単元 酸化還元反応
【知識及び技能】
酸素，水素，電子の授受に基づく定
義を理解する。とくに，酸化還元反
応が電子の授受による反応であるこ
とを理解する。酸化数の求め方，酸
化数の変化と酸化・還元の関係を理
解する。また，酸化剤・還元剤の定
義を知り，両者の反応が酸化還元反
応であること理解する。金属の酸化
されやすさの尺度であるイオン化傾
向について学習し，個々の金属のイ
オン化傾向と反応性の関係を探る。
日常生活や社会との関わりの例とし
て，電池や金属の製錬を理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
酸素，水素，電子の授受に基づく定
義を理解する。とくに，酸化還元反
応が電子の授受による反応であるこ
とを理解する。金属の酸化されやす
さの尺度であるイオン化傾向につい
て学習し，個々の金属のイオン化傾
向と反応性の関係を探る。

【学びに向かう力、人間性等】
酸化数の求め方，酸化数の変化と酸
化・還元の関係を理解する。また，
酸化剤・還元剤の定義を知り，両者
の反応が酸化還元反応であること理
解する。

・教材
　新ゼミナール化学基礎　浜島書店
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
酸化・還元の定義を理解し，酸化と還元が同
時に起こることを理解している。
酸化数の定義を理解している。
酸化剤・還元剤について理解し，酸化反応・
還元反応で起こるイオン反応式を書くことが
できる。
イオン反応式から反応全体の化学反応式を導
くことができる。
酸化還元反応の量的関係を理解している。
金属のイオン化傾向を，酸化還元反応と関連
付けて理解している。
　
【思考・判断・表現】
酸化数の定義を理解し，これらの定義を適用
できる反応を見出すことができる。
実験13「金属のイオン化傾向と金属樹｣を行
い，金属のイオン化傾向を系統的に整理し，
表現することができる。また，得られた知識
から，どのような反応が起こるかを推察する
ことができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
身近な現象と酸化還元反応を関連付けて考え
ることができる。
酸化還元反応に関心をもち，電子の授受とい
う観点から化学反応をとらえ，意欲的に探究
しようとする。

○ ○ ○ 12

定期考査 共通問題をマークシートで行う。
および振り返りを行う

○



週ごとの指導計画（単元指導計画）　新様式例

高等学校 令和7年度（１学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：（　1･5･6･8組：　関口　） （　2･3･4･7組：　佐藤　）

使用教科書：（ ）

使用教材： （ ）

単元の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

単元名： （ ）

単元の評価規準：

実施予定： 月 週 ～ 月 週

組 組 組 組 組 組

都立保谷

第
５
時

理科 生物基礎
2

【思考・判断・表現】

観察，実験などを行い，科学的に探究する
力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】

生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探
究しようとする態度と，生命を尊
重し，自然環境の保全に寄与する態度を養う。

高等学校　生物基礎　数研出版

理科

第
２
時

第
１
時

生物基礎

新課程　リードα　生物基礎　数研出版

実績(実施日）

〇 ○

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

32

【知識・技能】

（１）全ての生物は共通の祖先をも
つこと、生物は多様でありながら共
通性をもっていることを知る。
（２）生物の共通性は、共通の祖先
から進化してきたことに由来するこ
とを理解し、生物の共通性につい
て、系統樹を用いて表現することが
できる。
（３）系統樹を用いて、共通の祖先
から進化してきたことを説明でき
る。

生物の特徴

〇

○

観察
ワークシートの記述

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

・「Quest」（p.21）について
考えさせ，答えさせる。
・「Quest」（p.22）について
考えさせ，答えさせる。
・「Quest」（p.23）について
考えさせ，答えさせる。
・「Quest」（p.24）について
考えさせ，答えさせる。
・「考えてみよう」（p.25）に
ついて考えさせ，答えさせる。

5

知

○

細胞のつくり

○

【 知　識　及　び　技　能 】自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付けるようにする。

思指導項目・内容 態 評価の方法具体的な指導目標

日常生活や社会との関連を図りながら，生物や
生物現象について理解するととも
に，科学的に探究するために必要な観察，実験
などに関する基本的な技能を身に付
けるようにする。

第
４
時

4

第
３
時

（１）細胞には原核細胞と真核細胞
があることを知る。
（２）原核細胞と真核細胞の構造の
違いは、膜の発達状態の違いである
ことを説明できる。
（３）原核細胞と真核細胞の大きさ
について、概ねの範囲を数値で示す
ことができる。
（４）全ての細胞の共通性を説明で
きる。
（５）人間の生活に関係する原核生
物の名称とはたらきを示すことがで
きる。

生物の多様性と共通性

第
６
時

顕微鏡を用いた観察



年間授業計画

高等学校 令和７年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

A 陸上
【知識及び技能】
・自分のペースで走ることができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・相手のタイムを見て、ペースを伝
えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・記録更新に向けて意欲的に取り組
むことができる。
・ルールやマナーを大切することが
できる。

・整列指導、準備体操、補強運動
・３０分間走
・２０００ｍ走
・３０００ｍ走

【知識・技能】
・技術の名称や行い方，体力の高め方，運動観察の方法など
について理解している。
・自己に適したペースを維持して，一定の距離を走り通し，
タイムを短縮したり，競走したりできるようにする。
【思考・判断・表現】
・動きなどの自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決に向
けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己の考えたこ
とを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・陸上競技に自主的に取り組むとともに，勝敗などを冷静に
受け止め，ルールやマナーを大切にしようとすること，自己
の責任を果たそうとすること，一人一人の違いに応じた課題
や挑戦を大切にしようとすることなどをしたり，健康・安全
を確保したりしている。

２
学
期

・整列指導、準備体操、補強運動
・ダンスの各ステップ
・構成を考える
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・ダンスの名称や用語，踊りの特徴と表現の仕方，交
流や発表の仕方，運動観察の方法，体力の高め方など
について理解できる。
・現代的なリズムのダンスでは，リズムの特徴を捉
え，変化とまとまりを付けて，リズムに乗って全身で
踊ることができる。
【思考・判断・表現】
・表現などの自己や仲間の課題を発見し，合理的な解
決に向けて運動の取り組み方を工夫する。とともに，
自己や仲間の考えたことを他者に伝えている
【主体的に学習に取り組む態度】
・ダンスに自主的に取り組むとともに，互いに助け合
い教え合おうとすること，作品や発表などの話合いに
貢献しようとすること，一人一人の違いに応じた表現
や役割を大切にしようとすることなどをしたり，健
康・安全を確保したりしている。

D 水泳
【知識及び技能】
・各種目の動きのポイントを理解し
て、意識した動きを実践することが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の動きや相手の動きを見て、
改善点を話し合いを通じて、伝え合
うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・記録更新に向けて意欲的に取り組
むことができる。
・ルールやマナーを大切することが
できる。

・整列指導、準備体操、補強運動
・クロール
・平泳ぎ
・５０ｍ計測

【知識・技能】
・記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい，技術の名称や
行い方，体力の高め方，運動観察の方法などを理解するとと
もに，効率的に泳ぐこと。
・クロールでは，手と足の動き，呼吸のバランスを保ち，安
定したペースで長く泳いだり速く泳いだりすること。
・平泳ぎでは，手と足の動き，呼吸のバランスを保ち，安定
したペースで長く泳いだり速く泳いだりすること。
【思考・判断・表現】
泳法などの自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決に向け
て運動の取り組み方を工夫するとともに，自己の考えたこと
を他者に伝えること。
【主体的に学習に取り組む態度】
水泳に自主的に取り組むとともに，勝敗などを冷静に受け止
め，ルールやマナーを大切にしようとすること，自己の責任
を果たそうとすること，一人一人の違いに応じた課題や挑戦
を大切にしようとすることなどや，水泳の事故防止に関する
心得を遵守するなど健康・安全を確保すること。

・整列指導、準備体操、補強運動
・前転、後転
・開脚前転、開脚後転
・伸膝前転、伸膝後転
・側転、三転倒立
・倒立、倒立前転、後転倒立
・ハンドスプリング
・連続技
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・技の名称や行い方，運動観察の方法，体力の高め方
などについて理解している。
・マット運動では，回転系や巧技系の基本的な技を滑
らかに安定して行うこと，条件を変えた技や発展技を
行うこと及びそれらを構成し演技することができる。
【思考・判断・表現】
・動きなどの自己や仲間の課題を発見し，合理的な解
決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自
己の考えたことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・器械運動に自主的に取り組むとともに，勝敗などを
冷静に受け止め，ルールやマナーを大切にしようとす
ること，自己の責任を果たそうとすること，一人一人
の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとすること
などをしたり，健康・安全を確保したりしている。

E 球技「ｱ　ｺﾞｰﾙ型(ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ)」
【知識及び技能】
・パスやドリブルなどのボール操作
と仲間と連携して自陣から相手ゴー
ル前へ侵入するなどの攻撃や，その
動きに対応して空間を埋めるなどの
防御の動きで攻防を展開することが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の動きや相手の動きを見て、
改善点を話し合いを通じて、伝え合
うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ルールやマナーを大切にし、協力
して試合をすることができる。

・整列指導、準備体操、補強運動
・パス、ドリブル、シュート
・スキルテスト
・ゲーム

合計

46

○ 8

8

○ ○

○ ○ ○

○ 6○ ○

【知識・技能】
次の運動について，勝敗を競ったりチームや自己の課題を解
決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味わい，技術など
の名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，競技会の
仕方などを理解するとともに，作戦や状況に応じた技能で仲
間と連携しゲームを展開すること。
・ゴール型では，状況に応じたボール操作と空間を埋めるな
どの動きによって空間への侵入などから攻防をすること
【思考・判断・表現】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチームや自己
の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて取り組み方
を工夫するとともに，自己やチームの考えた
ことを他者に伝えること
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切
にしようとすること，合意形成に貢献しようとすること，一
人一人の違いに応じたプレイなどを大切にし
ようとすること，互いに助け合い高め合おうとすることなど
や，健康・安全を確保すること。

○ ○ ○ 8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

１
学
期

A 陸上
【知識及び技能】
・各種目の動きのポイントを理解し
て、意識した動きを実践することが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の動きや相手の動きを見て、
改善点を話し合いを通じて、伝え合
うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・記録更新に向けて意欲的に取り組
むことができる。
・ルールやマナーを大切することが
できる。

・整列指導、準備体操、補強運動
・ドリル
・５０ｍ走
・１００ｍ走
・走り幅跳び
・ハードル走
・リレー

【知識・技能】
・技術の名称や行い方，体力の高め方，運動観察の方法など
について理解している。
・短距離走では，中間走へのつなぎを滑らかにして速く走る
ことができる。
・ハードル走では，スピードを維持した走りからハードルを
低く越すことができる。
・走り幅跳びでは，スピードに乗った助走から力強く踏み
切って跳ぶことができる。
【思考・判断・表現】
・動きなどの自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決に向
けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己の考えたこ
とを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・陸上競技に自主的に取り組むとともに，勝敗などを冷静に
受け止め，ルールやマナーを大切にしようとすること，自己
の責任を果たそうとすること，一人一人の違いに応じた課題
や挑戦を大切にしようとすることなどをしたり，健康・安全
を確保したりしている。

○

B 器械運動
【知識及び技能】
・各種目の動きのポイントを理解し
て、意識した動きを実践することが
できる。
・連続技を構成し、発表することが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・一人１台端末を使用し、自分の動
きや相手の動きを見て、改善点を話
し合いを通じて、伝え合うことがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
・技を増やすために意欲的に取り組
むことができる。
・怪我がないようマナーを大切にす
ることができる。

C ダンス
【知識及び技能】
・各ステップの動きのポイントを理
解して、実践することができる。
・ダンスの構成を考え、発表するこ
とができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・一人１台端末を使用し、撮影し画
像を基に、改善点を話し合いを通じ
て、伝え合うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・意欲的に取り組むことができる。
・怪我がないようマナーを大切する
ことができる。

○ ○ ○ 8

配当
時数

○ ○ 8

態

保健体育 体育
保健体育 体育 2

保谷

（1～8組：青木・大山・三浦・指田・岡元・上島）

保健体育

自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて、課題に応じた運動の取り組み方や目的に応
じた運動の組み合わせ方を工夫しているとともに、それらを他者に伝えている。また、個人及び社会生活
における健康に関する課題を発見し、その解決を目指して総合的に思考し判断しているとともに、それら
を他者に伝えている。

運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるよう、運動の合理的、計画的な実践に主体的に取り組もう
としている。また、健康を大切にし、自他の健康の保持増進や回復及び健康な社会づくりについての学習
に主体的に取り組もうとしている。

体育

【 知　識　及　び　技　能 】
運動の合理的、計画的な実践に関する具体的な事項や生涯にわたって運動を豊かに継続するための理論に
ついて理解しているとともに、目的に応じた技能を身に付けている。また、個人及び社会生活における健
康・安全について総合的に理解しているとともに、技能を身に付けている。

運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組
む，互いに協力する，自己の責任を果たす，参画する，一
人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てると
ともに，健康・安全を確保して，生涯にわたって継続して
運動に親しむ態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

運動の合理的・計画的な実践を通して，運動の楽し
さや喜びを深く味わい，生涯にわたって運動を豊か
に継続することができるようにするため，運動の多
様性や体力の必要性について理解するとともに，技
能を身に付ける。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を
発見し，合理的・計画的な解決に向けて思考し判断
するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝
える力を養う。



年間授業計画

高等学校 令和７年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

○ ○

27

１
学
期

２
学
期

定期考査
○ ○ 1

○ 8

合計

B 安全な社会生活
【知識及び技能】
安全な社会生活について，自他や社
会の課題を発見し，その解決を目指
した活動を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
安全な社会生活に関わる事象や情報
から課題を発見し，自他や社会の危
険の予測を基に，危険を回避した
り，傷害の悪化を防止したりする方
法を選択し，安全な社会の
実現に向けてそれらを説明すること
ができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
自ら健康やスポーツに関して課題を
発見し、その解決を図る主体的かつ
協働的な学習を進めることができ
る。

・事故の現状と発生要因
・交通事故の防止の取り組み
・安全な社会の形成
・応急手当の意義と救急医療体制
・日常的な応急手当
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・安全な社会づくりには，環境の整備とそれ
に応じた個人の取組が必要であること。ま
た，交通事故を防止するには，車両の特性の
理解，安全な運転や歩行など適切な行動，自
他の生命を尊重する態度，交通環境の整備が
関わること。交通事故には補償をはじめとし
た責任が生じることを理解している。 ・適切
な応急手当は，傷害や疾病の悪化を軽減でき
ること。応急手当には，正しい手順や方法が
あること。また，応急手当は，傷害や疾病に
よって身体が時間の経過とともに損なわれて
いく場合があることから，速やかに行う必要
があることを理解しているとともに，心肺蘇
生法などの応急手当を適切に行う技能を身に
付けている。
【思考・判断・表現】
・安全な社会生活について，安全に関する原
則や概念に着目して危険の予測やその回避の
方法を考えているとともに，それらを表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・安全な社会生活についての学習に主体的に
取り組もうとしている。

1
定期考査

○ ○

○

10

A 現代社会と健康
【知識及び技能】
現代社会と健康について理解を深め
ること。
【思考力、判断力、表現力等】
現代社会と健康に関わる事象や情報
から課題を発見し，疾病等のリスク
の軽減，生活の質の向上，健康を支
える環境づくりなどと，解決方法を
関連付けて考え，適切な方法を選択
し，それらを説明することができる
ようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
自ら健康やスポーツに関して課題を
発見し、その解決を図る主体的かつ
協働的な学習を進めることを学ばせ
る。

・生活習慣病の予防と回復
・身体活動・運動と健康
・食事と運動
・休養・睡眠と健康
・がんの予防と回復
・喫煙と健康
・飲酒と健康
・薬物乱用と健康
・精神疾患の特徴
・精神疾患への対応
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・健康の保持増進と生活習慣病などの予防と回
復には，運動，食事，休養及び睡眠の調和のと
れた生活の実践や疾病の早期発見，及び社会的
な対策が必要であることを理解している。
・喫煙と飲酒は，生活習慣病などの要因になる
こと。また，薬物乱用は，心身の健康や社会に
深刻な影響を与えることから行ってはならない
こと。それらの対策には，個人や社会環境への
対策が必要であることを理解している。
・精神疾患の予防と回復には，運動，食事，休
養及び睡眠の調和のとれた生活を実践するとと
もに，心身の不調に気付くことが重要であるこ
と。また，疾病の早期発見及び社会的な対策が
必要であることを理解している。
【思考・判断・表現】
現代社会と健康について，課題を発見し，健康
や安全に関する原則や概念に着目して解決の方
法を思考し判断しているとともに，それらを表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代社会と健康についての学習に主体的に取
り組もうとしている。

○ ○ ○

1
定期考査

○

態
配当
時数

A 現代社会と健康
【知識及び技能】
現代社会と健康について理解を深め
ること。
【思考力、判断力、表現力等】
現代社会と健康に関わる事象や情報
から課題を発見し，疾病等のリスク
の軽減，生活の質の向上，健康を支
える環境づくりなどと，解決方法を
関連付けて考え，適切な方法を選択
し，それらを説明することができる
ようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
自ら健康やスポーツに関して課題を
発見し、その解決を図る主体的かつ
協働的な学習を進めることを学ばせ
る。

・日本における健康課題の変遷
・健康の考え方と成り立ち
・ヘルスプロモーションと健康に
関わる環境づくり
・健康に関する意思決定・行動選
択
・現代における感染症の問題
・性感染症・エイズとその予防
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・国民の健康課題や健康の考え方は，国民の
健康水準の向上や疾病構造の変化に伴って変
わってきていること。また，健康は，様々な
要因の影響を受けながら，主体と環境の相互
作用の下に成り立っていること。健康の保持
増進には，ヘルスプロモーションの考え方を
踏まえた個人の適切な意思決定や行動選択及
び環境づくりが関わることを理解している。
・感染症の発生や流行には，時代や地域に
よって違いがみられること。その予防には，
個人の取組及び社会的な対策を行う必要があ
ることを理解している。
【思考・判断・表現】
現代社会と健康について，課題を発見し，健
康や安全に関する原則や概念に着目して解決
の方法を思考し判断しているとともに，それ
らを表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代社会と健康についての学習に主体的に
取り組もうとしている。

○ ○ ○ 6

思単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

保健

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

個人及び社会生活における健康・安全につい
て理解を深めるとともに，技能を身に
付けるようにする。

健康についての自他や社会の課題を発見
し，合理的，計画的な解決に向けて思考し
判断するとともに，目的や状況に応じて他
者に伝える力を養う

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれ
を支える環境づくりを目指し，明るく豊か
で活力ある生活を営む態度を養う。

運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるよう、運動の合理的、計画的な実践に主体的に取り組もうと
している。また、健康を大切にし、自他の健康の保持増進や回復及び健康な社会づくりについての学習に主
体的に取り組もうとしている。

（7組：小林） （8組：青木）

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】
運動の合理的、計画的な実践に関する具体的な事項や生涯にわたって運動を豊かに継続するための理論につ
いて理解しているとともに、目的に応じた技能を身に付けている。また、個人及び社会生活における健康・
安全について総合的に理解しているとともに、技能を身に付けている。

自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて、課題に応じた運動の取り組み方や目的に応じ
た運動の組み合わせ方を工夫しているとともに、それらを他者に伝えている。また、個人及び社会生活にお
ける健康に関する課題を発見し、その解決を目指して総合的に思考し判断しているとともに、それらを他者
に伝えている。

（6組：三浦）

保谷 保健体育 保健
保健体育 保健 1

（1組：青木） （2組：指田） （3組：指田） （4組：小林） （5組：三浦）



年間授業計画

高等学校 令和7年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

7

34

合
計

Plymouth Rockボディーパーカッション

〇〇〇

4

〇 〇 〇 9

6

〇

〇〇〇

8

〇

〇

音楽Ⅰ芸術

〇

表現

評価規準
鑑
賞

【知識・技能】
きちんとした発声を意識しているか。
【思考・判断・表現】
曲想に合った音色で歌っているか。

【知識・技能】
曲にふさわしい奏法，身体の使い方などの技能，及び他者との調和を意識して
演奏する技能を身に付け，表している。
【思考・判断・表現】
音色，リズム，速度，テクスチュア，強弱，形式，構成を知覚し，それらの働
きを感受しながら，知覚したことと感受したこととの関わりについて考え，ど
のように演奏するかについて表現意図をもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
曲想と手拍子や足踏み，音色や奏法との関わり，及び他者との調和を意識して
演奏することに関心をもち，主体的・協働的に器楽の学習活動に取り組もうと
している。

【知識・技能】
創意工夫を生かした器楽表現をするために必要な，曲にふさわしい奏法，身体
の使い方などの技能を身に付け，器楽で表している。
【思考・判断・表現】
音色，リズム，速度，旋律，テクスチュア，強弱，形式，構成を知覚し，それ
らの働きを感受しながら，知覚したことと感受したこととの関わりについて考
え，どのように演奏するかについて表現意図をもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
曲想と音色や奏法との関わりに関心をもち，主体的・協働的に器楽の学習活動
に取り組もうとしている。

【知識・技能】
音楽の特徴と他の芸術との関わりについて理解している。
【思考・判断・表現】
曲や演奏に対する評価とその根拠につい
て考え，音楽のよさや美しさを自ら味わって聴いている。
【主体的に学習に取り組む態度】
音楽の特徴と他の芸術との関わりに関心をもち，主体的・協
働的に鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。

【知識・技能】
創意工夫を生かした歌唱表現をするために必要な，他者との調和を意識して歌
う技能，及び合唱の表現形態の特徴を生かして歌う技能を身に付け，歌唱で表
している。
【思考・判断・表現】
音色，リズム，速度，旋律，テクスチュア，強弱，形式，構成を知覚し，
それらの働きを感受しながら，知覚したことと感受したこととの関わ
りについて考え，どのように歌うかについて表現意図をもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
曲想と音楽の構造や歌詞，文化的・歴史的背景との関わり，合唱による表現の
特徴，及び各パートや指揮者の役割に関心をもち，主体的・協働的に歌唱の学
習活動に取り組もうとしている。

〇

〇 〇 〇

芸術に関する特質について理解し、表現するための技能を身に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】

３
学
期

合唱 あなたへ

２
学
期

ギター
弾き語り

カントリーロード
日曜日よりの使者
夢の中へ

〇

〇

鑑賞 ハイスクールミュージカル

１
学
期

〇

校歌歌唱

〇〇

態

配
当
時
数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

保谷

神山　耕平

芸術 音楽Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの
関わり及び音楽の多様性について理解するととも
に、創意工夫を生かした音楽表現をするために必
要な技能を身に付ける。

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫するこ
とや、音楽を評価しながらよさや美しさを自ら味
わって聴くことが出来るようになる。

MOUSA1

音楽Ⅰ

知 思

【 知　識　及　び　技　能 】

主体的、協働的に音楽の幅広い活動に取り組
み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むと
ともに、感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽
によって生活や社会を明るく豊かにしていく態
度を養う。

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを味わうことができる。

互いの存在、表現を認め合い、高め合う力を育成する。



年間授業計画

高等学校 令和７年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（7組：野田　） （8組：野田　）

保谷

３
学
期

A 単元「作家調べ」
【知識及び技能】
　美術作家関心をもち，その活動や
創作過程から美術作家という生き方
を知る。
【思考力、判断力、表現力等】
ICT機器を活用し，他者に向けて調
べた内容及び自身で精査した情報を
まとめていく

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
形や色，材料，光などが感情にもたらす効果
や，量感や質感，動勢などの造形的な特徴な
どをもとに，生命感をあらわした身近な人や
動物の彫刻を，全体のイメージや作風などで
捉えることを理解している。
【思考・判断・表現】
人や動物など見つめて感じ取った生命感など
から主題を生成し，材料の特性を生かし，質

〇 〇

２
学
期

A 単元「風景を描こう」
【知識及び技能】
　心惹かれる風景をあらわすことに
関心をもち，風景から感じ取ったこ
とや，自分の思いなどから主題を生
成する
【思考力、判断力、表現力等】
光や陰影，奥行きの表現などを工夫
して制作する

・エスキースに重きを置き制作の見
通しを立てる
・混色ブックなど用意し表現の幅を
自ら広げられるようにする
・ワークシートなど多用し主題を見
つけやすくなるようサポートする
・教材
　アクリル絵具，Ｆ８キャンバス，
筆

【知識・技能】
形や色，材料，光などが感情にもたらす効果
や，光や陰影，奥行きなどの造形的な特徴な
どをもとに，風景や風景を描いた作品を，全
体のイメージや作風などで捉えることを理解
している。
【思考・判断・表現】
心惹かれる風景を見つめ感じ取ったことや，
その風景に対する自分の思いなどから主題を

〇 〇

・エスキースに重きを置き制作の見
通しを立てる
・混色ブックなど用意し表現の幅を
自ら広げられるようにする
・ワークシートなど多用し主題を見
つけやすくなるようサポートする
・教材
　アクリル絵具，Ｆ８キャンバス，
筆

A 単元「風景を描こう」
【知識及び技能】
　心惹かれる風景をあらわすことに関心をも
ち，風景から感じ取ったことや，自分の思い
などから主題を生成する
【思考力、判断力、表現力等】
光や陰影，奥行きの表現などを工夫して制作
する
【学びに向かう力、人間性等】

〇 14

〇 26

合計

60

〇 〇 〇 4

配当
時数

１
学
期

A 単元「身近なものを描こう」
【知識及び技能】
　身近なものを描くことに関心をも
ち，身近なものを見つめ感じ取った
特徴や，ものに対する自分の思いな
どから主題を生成する
【思考力、判断力、表現力等】
主題と共に，形や色，用具の使い方
などの構想を練る

・幾何学形態石膏による基礎練習
・具体的な用具の使用方法
・4B～2H鉛筆
・八つ切りⅯ画用紙
・練りゴム
・カッターナイフ
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
デッサンの工程を理解している
形や色，質感に応じた使用画材や表現で描い
ている
【思考力、判断力、表現力】
身近なものを見つめ、そこから主題を生成
し，自ら材料や用具の特性などについて考え
ている
【主体的に学びに向かう態度】

〇 〇 〇 16

A 単元「風景を描こう」
【知識及び技能】
　心惹かれる風景をあらわすことに
関心をもち，風景から感じ取ったこ
とや，自分の思いなどから主題を生
成する
【思考力、判断力、表現力等】
光や陰影，奥行きの表現などを工夫
して制作する

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

教授内容を理解し，各自の作品に落とし込む

（5組：野田　） （6組：野田　）

美術や美術文化と豊かに関わり主体的に表現及び鑑賞の創造活動に取り組もうとしている。

【学びに向かう力、人間性等】

芸術 美術Ⅰ

（1組：野田　） （2組：野田　） （3組：野田　） （4組：野田　）

芸術 美術Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・対象や事象を捉える造形的な視点について理解
を深める
・創造的な美術の表現をするために必要な技能を
身につけ，意図に応じて表現方法を創意工夫し，
表している。

造形的なよさや美しさ，表現の意図と創造的な工夫，美術の働きなどについて考えるとともに，主題を生成し発想や構想を練ったり，美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりしている。

光村出版　美術Ⅰ

芸術

自ら主題を生成し，用具の特性を生かして制作する

作品や作品制作から造形的なよさや美しさを感じ取り，作品がもつ主題について考え自分の言葉で表す

美術Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢
仮

漢 仮
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保谷 芸術 書道Ⅰ
芸術 書道Ⅰ 2

（全組：河野聖史　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

光村図書　書Ⅰ

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造してい
く態度を養い、豊かな情操を培う。

書道Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

表現

「雁塔聖教序」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
楷書の古典に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付ける
　
【思考力、判断力、表現力等】
楷書の古典の書体や書風に即した
用筆・運筆・字形・全体の構成に
ついて工夫する。古典の価値とそ
の根拠について考え、書の良さや
美しさを味わって捉える。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性
を豊かにし、書を愛好する心情を

①「雁塔聖教序」が作られた経緯
や書風、内容と大意、褚遂良の人
物像を理解する。

②「雁塔聖教序」を鑑賞し、行書
的な用筆による変化に富んだ点画
や、横画の強調がもたらす動きの
ある書風を感じ取る。

③横画を繰り返し書き、蔵鋒や抑
揚を利かせた用筆を習得する。

【知識・技能】
古典の書体や書風と用筆・運筆の関わりにつ
いて理解している。
基本的な用筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付けている。またそ
れらについて構想し工夫している。主体的に
漢字の幅広い表現の学習活動に取り組もうと
している。

【思考・判断・表現】
楷書の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆・字形・全体の構成について構想し工夫し
ている。古典の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって捉えてい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に漢字の幅広い鑑賞と表現の学習活動

「顔氏家廟碑」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
楷書の古典に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付ける
　
【思考力、判断力、表現力等】
楷書の古典の書体や書風に即した
用筆・運筆・字形・全体の構成に
ついて工夫する。古典の価値とそ
の根拠について考え、書の良さや
美しさを味わって捉える。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性
を豊かにし、書を愛好する心情を

①「顔氏家廟碑」が作られた経緯
や書風、内容と大意を理解する。

②「顔氏家廟碑」を鑑賞し、肉太
の点画や向勢の構えがもたらす力
感あふれる書風を感じ取る。

③顔真卿の人物像や歴史における
位置付けを理解する。

④蚕頭燕尾、正方形のフォルムで
明朝体活字のデザインにも影響を
与えていることを知る。

【知識・技能】
古典の書体や書風と用筆・運筆の関わりにつ
いて理解している。
基本的な用筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付けている。またそ
れらについて構想し工夫している。主体的に
漢字の幅広い表現の学習活動に取り組もうと
している。

【思考・判断・表現】
楷書の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆・字形・全体の構成について構想し工夫し
ている。古典の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって捉えてい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に漢字の幅広い鑑賞と表現の学習活動

創作「夏をあらわす言葉」

【知識及び技能】
　四大家それぞれの特徴をいかし
た創作作品を書く。

【思考力、判断力、表現力等】
楷書の古典で学んだ用筆・運筆・
線質・字形を生かし、言葉に合っ
た表現と構成を考える。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性
を豊かにし、書を愛好する心情を

①歳時記「夏」より言葉を選び、
文字の向きや余白を考え、構成に
工夫をして書く。

②創作の場合の名前の書き方を知
り、本文に合った配置と大きさを
考える。

【知識および技能】
四大家それぞれの古典の特徴をいかした表現
を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力】
楷書の古典で学んだ用筆・運筆・線質・字形
を生かし、言葉に合った表現と構成の工夫を
している。

【学びに向かう力、人間性】
主体的に漢字の幅広い鑑賞と表現の学習活動
に取り組もうとしている。
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王羲之『蘭亭序』鑑賞と臨書

【知識及び技能】
　行書の古典の書体や書風と用
筆・運筆との関わりについて理解
する。
行書の古典に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付ける。
　
【思考力、判断力、表現力等】
行書の古典に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付ける。
また全体の構成について構想し工
夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性

①王羲之「蘭亭序」を鑑賞し、抑
揚を利かせた用筆や、筆脈により
自在に変化する文字の姿を感じ取
る。

②書道史における書聖・王羲之と
「蘭亭序」の価値を理解し、その
書風や内容を理解する。

③鑑蔵印の用途と「蘭亭序」の押
された印の由来を理解する。

④筆脈と抑揚を意識して臨書す
る。

⑤臨書作品を鑑賞し、自己評価と
他者評価をする。

【知識及び技能】
・行書の古典の書体や書風と用筆・運筆の関
わりについて理解している。
・行書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の
技能、線質、字形や構成を生かした表現を身
に付けている。またそれらについて構想し工
夫している。
　
【思考力、判断力、表現力等】
行書の古典の書体や書風に即した用筆・運筆
の技能、線質、字形、全体の構成ついて構想
し工夫している。

【学びに向かう力、人間性等】
主体的に漢字の幅広い鑑賞と表現の学習活動
に取り組もうとしている。

空海「風信帖」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
　行書の古典の書体や書風と用
筆・運筆との関わりについて理解
する。
行書の古典に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
行書の古典の書体や書風に即した
用筆・運筆・字形・全体の構成に
ついて構想し工夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性

①空海の人物像や書道史における
位置づけについて理解する。

②「風信帖」が書かれた経緯や書
風、文章の内容と大意を理解す
る。

③重厚感のある用筆、安定した字
形など確認する。

④鑑賞・臨書を通して用筆や字形
などの特色を理解する。

⑤「蘭亭序」と比較して共通点な
どを見つけ、空海が王羲之の影響
を受けたことを理解する。

【知識及び技能】
行書の古典の書体や書風と用筆・運筆の関わ
りについて理解している。
行書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の技
能、線質、字形や構成を生かした表現を身に
付けている。
　
【思考力、判断力、表現力等】
行書の古典の書体や書風に即した用筆・運筆
の技能、線質、字形、全体の構成ついて構想
し工夫している。

【学びに向かう力、人間性等】
主体的に漢字の幅広い鑑賞と表現の学習活動
に取り組もうとしている。

草書「真草千字文」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
草書の古典の書体や書風と用筆・
運筆との関わりについて理解す
る。
草書の古典に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
草書の古典の書体や書風に即した
用筆・運筆・字形・全体の構成に
ついて構想し工夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性

①草書の成立過程や通行書体とし
ての性質を確認する。

②「真草千字文」が作られた経緯
や書風について理解する。

③「真草千字文」を鑑賞・臨書
し、草書の特徴である点画の連続
や省略、柔らかく丸みのある用筆
などを理解する。

【知識及び技能】
・草書の古典の書体や書風と用筆・運筆の関
わりについて理解している。
・草書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の
技能、線質、字形や構成を生かした表現を身
に付けている。
　
【思考力、判断力、表現力等】
草書の古典の書体や書風に即した用筆・運筆
の技能、線質、字形、全体の構成ついて構想
し工夫している。

【学びに向かう力、人間性等】
主体的に漢字の幅広い鑑賞と表現の学習活動
に取り組もうとしている。
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唐の四大家まとめ

【知識及び技能】
初唐の三大家と太宗皇帝の関係に
ついて理解する。唐の四大家の人
柄や政治的立場など、その人物像
を理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
四大家それぞれの書風に即した用
筆・運筆・字形について構想し工
夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性
を豊かにし、書を愛好する心情を
養う。

①初唐の三大家と太宗皇帝の関係
について理解する。

②唐の四大家の人柄や政治的立場
など、その人物像を理解する。

③四大家それぞれの書風に即した
用筆・運筆・字形について構想し
工夫する。

④半紙に対して名前もふくめて四
文字を適切な大きさと配置で書
く。

⑤表装機を使って半紙作品の裏打
ちをする。

⑥拓本の採り方を知る。

「行書」文字の造形を学ぶ

【知識及び技能】
行書の成立過程や通行書体として
の性質を再確認し、行書を楷書と
比較して、点画の丸み、連続、省
略などの特徴を理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
行書の古典に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付ける。
また全体の構成について構想し工
夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性

行書を書く
中学校書写での手本を使って行書
の特徴をおさらいしながら書く。

漢字仮名交じりの書

【知識及び技能】
　目的や用途の即した表現、漢字
と仮名の調和した線質による表現
の技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
漢字と仮名の調和した字形。文字
の大きさ、全体の構成の即した表
現形式、意図に基づいた表現につ
いて構成し工夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性
を豊かにし、書を愛好する心情を
養う。

好きな言葉を書く

①書く言葉を決め、表現のイメー
ジを明確にもつ。

②書体・書風、紙面構成などの観
点で作品の構成を練る。

③試作を重ね表現を工夫し、落款
を入れて作品を仕上げる。

④生徒同士で作品を鑑賞し合い、
学習の成果を交流する。

 隷書「曹全碑」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
隷書の古典の書体や書風と用筆・
運筆との関わりについて理解す
る。
隷書の古典に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
隷書の古典の書体や書風に即した
用筆・運筆・字形・全体の構成に
ついて構想し工夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性

①隷書の成立過程や通行書体とし
ての性質を確認する。

②「曹全碑」が作られた経緯や書
風について理解する。

③「曹全碑」を鑑賞・臨書し、八
分隷特有の扁平な字形、蔵鋒、中
鋒などの用筆、また、波磔、転
折、右払い、左払いなどの形と用
筆を理解する。

 篆書「泰山刻石」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
篆書の古典の書体や書風と用筆・
運筆との関わりについて理解す
る。
篆書の古典に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
篆書の古典の書体や書風に即した
用筆・運筆・字形・全体の構成に
ついて構想し工夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性

①篆書の成立過程や通行書体とし
ての性質を確認する。

②「泰山刻石」が作られた経緯や
書風について理解する。

③「泰山刻石」を鑑賞・臨書し、
小篆特有の縦長で左右対称の構え
や水平・垂直を基本とする点画構
成、均一扁平な線の太さ、蔵鋒、
中鋒などの用筆を理解する。

「高野切第三種」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
線質や書風と用筆・運筆との関わ
りについて理解する。
日本の文字と書の伝統と文化、仮
名の成立、書の伝統的な鑑賞の方
法や形態について理解する。技
能、線質、字形や構成を生かした
表現を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
仮名の古筆や書風に即した用筆・
運筆・字形・全体の構成について
構想し工夫する。
古筆の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって
捉える。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主

①「高野切」の伝来と意味、和歌
の内容と大意、書風や料紙につい
て理解する。

②臨書する部分を観察し、連綿や
筆脈の流れ、墨継ぎの場所を確認
する。

③適切な墨の濃さ・量・字の大き
さに留意し、伸びやかな仮名の美
しさを表現する。

④仮名半紙で練習し、料紙(短冊も
しくは半懐紙)に清書する。
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【知識及び技能】
行書の成立過程や通行書体としての性質を再
確認し、行書を楷書と比較して、点画の丸
み、連続、省略などの特徴を理解している。
　
【思考力、判断力、表現力等】
行書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の技
能、線質、字形や構成を生かした表現を身に
付ける。また全体の構成について構想し工夫
している。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取り
組もうとしている。

【知識・技能】
線質、字形、構成などの要素と表現効果や風
趣との関わり、漢字仮名交じりについて理解
している。目的や用途の即した表現、漢字と
仮名の調和した線質による表現の技能を身に
付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
漢字と仮名の調和した字形。文字の大きさ、
全体の構成の即した表現形式、意図に基づい
た表現について構成し工夫している。

【学びに向かう力、人間性等】
主体的に漢字仮名交じりの書の幅広い表現と
鑑賞の学習活動に主体的に取り組もうとして
いる。

【知識及び技能】
隷書の書体の成立と関わりについて理解して
いる。
隷書の古典の書体や書風と用筆・運筆との関
わりについて理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
書風に即した用筆・運筆・字形・全体の構成
について構想し工夫している。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取り
組もうとしている。

【知識及び技能】
篆書の書体の成立と関わりについて理解して
いる。
篆書の古典の書体や書風と用筆・運筆との関
わりについて理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
書風に即した用筆・運筆・字形・全体の構成
について構想し工夫している。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取り
組もうとしている。

【知識及び技能】
線質や書風と用筆・運筆との関わりについて
理解している。
日本の文字と書の伝統と文化、仮名の成立、
書の伝統的な鑑賞の方法や形態について理解
する。技能、線質、字形や構成を生かした表
現を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
仮名の古筆や書風に即した用筆・運筆・字
形・全体の構成について構想し工夫してい
る。
古筆の価値とその根拠について考え、書の良
さや美しさを味わって捉えている。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取り
組もうといている。

思
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書の表現の方法や形式、多様性などについ
て幅広く理解するとともに、書写能力の向
上を図り、書の伝統に基づき、効果的に表
現するための基礎的な技能を身に付けるよ
うにする。

書のよさや美しさを感受し、意図に基づい
て構想し表現を工夫したり、作品や書の伝
統と文化の意味や価値を考え、書の美を味
わい捉えたりすることができるようにす
る。

主体的に書の幅広い活動に取り組み、生涯
にわたり書を愛好する心情を育むととも
に、感性を高め、書の伝統と文化に親し
み、書を通して心豊かな生活や社会を創造
していく態度を養う。

書写から書道へ

【知識及び技能】
小・中学校国語科書写と高等学校
芸術科書道の学習の違いを確認す
る

【学びに向かう力、人間性等】
芸術科書道への関心・意欲を高
め、書に対する感性を豊かにし、
書を愛好する心情を養う。

①「風花」の文字の違いについて
何が違うか確認する。

②教科書P126「書写で学習したこ
と」を参照し、筆使い、字形、大
きさと配列など小・中学校の国語
科書写で学習した内容を確認する

③硬筆で主に字形、毛筆で筆使い
を確認する。

※教材　書道用具一式・教科書
（以後、毎回持参、使用する）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

【知識・技能】
　古典の書体や書風と用筆・運筆の関わりに
ついて理解している。
基本的な用筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付けている。またそ
れらについて構想し工夫している。主体的に
漢字の幅広い表現の学習活動に取り組もうと
している。

【思考・判断・表現】
　楷書の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆・字形・全体の構成について構想し工夫し
ている。古典の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって捉えてい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
　主体的に漢字の幅広い鑑賞と表現の学習活
動に取り組もうとしている。

【知識・技能】
書道の分野や書道で学習すること、小・中学
校国語科書写で学習した内容を理解してい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
芸術科書道で学習する内容に関心をもち、主
体的に取り組もうとしている。

「九成宮醴泉銘」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
楷書の古典に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付ける。
　
【思考力、判断力、表現力等】
楷書の古典の書体や書風に即した
用筆・運筆・字形・全体の構成に
ついて工夫する。古典の価値とそ
の根拠について考え、書の良さや
美しさを味わって捉える。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性
を豊かにし、書を愛好する心情を

①「九成宮醴泉銘」が作られた経
緯や書風、内容と大意、欧陽詢の
人物像を理解する。

②「九成宮醴泉銘」を鑑賞し、直
線的で鋭い点画や背勢がもたらす
厳格な書風を感じ取る。

③横画や転折など、特徴的な点画
を繰り返し書き、鋭く打ち直すよ
うな転折の用筆を習得する。

【知識・技能】
古典の書体や書風と用筆・運筆の関わりにつ
いて理解している。
基本的な用筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付けている。またそ
れらについて構想し工夫している。主体的に
漢字の幅広い表現の学習活動に取り組もうと
している。

【思考・判断・表現】
楷書の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆・字形・全体の構成について構想し工夫し
ている。古典の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって捉えてい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に漢字の幅広い鑑賞と表現の学習活動

【知識及び技能】
線質や書風と用筆・運筆との関わりについて
理解している。
日本の文字と書の伝統と文化、仮名の成立、
書の伝統的な鑑賞の方法や形態について理解
する。技能、線質、字形や構成を生かした表
現を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
仮名の古筆や書風に即した用筆・運筆・字
形・全体の構成について構想し工夫してい
る。
古筆の価値とその根拠について考え、書の良
さや美しさを味わって捉えている。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取り
組もうとしている。

【知識及び技能】
用具・用材の特徴と表現効果との関わり、書
体や書風と用筆・運筆との関わりについて理
解している。

【思考力、判断力、表現力等】
漢字の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成について構想し工夫し
ている。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取り
組もうとしている。

「孔子廟堂碑」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
　楷書の古典に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付ける。
　
【思考力、判断力、表現力等】
　楷書の古典の書体や書風に即し
た用筆・運筆・字形・全体の構成
について工夫する。
古典の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって
捉える。

【学びに向かう力、人間性等】
　幅広い表現と鑑賞の学習活動に
主体的に取り組み、書に対する感
性を豊かにし、書を愛好する心情

①「孔子廟堂碑」が作られた経緯
や書風、内容と大意、虞世南の人
物像を理解する。

②「孔子廟堂碑」を鑑賞し、伸び
やかな点画や向勢で丸みのある字
形がもたらす柔和な書風を感じ取
る。

③横画や転折、右払いなど、特徴
的な点画を繰り返し書き、ゆった
りとした運筆やリズムを習得す
る。

仮名の書

【知識及び技能】
線質や書風と用筆・運筆との関わ
りについて理解する。
日本の文字と書の伝統と文化、仮
名の成立、書の伝統的な鑑賞の方
法や形態について理解する。技
能、線質、字形や構成を生かした
表現を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
仮名の古筆や書風に即した用筆・
運筆・字形・全体の構成について
構想し工夫する。
古筆の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって
捉える。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性
を豊かにし、書を愛好する心情を
養う。

●仮名の成立と種類

①漢字の伝来から仮名の成立に至
る過程で発生した仮名の種類を理
解する。

②現在使われている一字一音のひ
らがなに統一された経緯を知り、
ひらがなと変体仮名の違いを理解
する。

③片仮名の成立と字源について理
解する。

●仮名の筆使い

①小筆の持ち方、扱いかたを知
り、仮名の基本的な用筆・運筆を
理解する。

●平仮名と変体仮名

①「いろは」歌を使って字母を知
り、正確に字形を捉える。

②基本的な筆使いを繰り返し練習
し、仮名特有の用筆・運筆を習得

創作「大字」

【知識及び技能】
用具・用材の特徴と表現効果との
関わり、書体や書風と用筆・運筆
との関わりについて理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
漢字の古典の書体や書風に即した
用筆・運筆、字形、全体の構成に
ついて構想し工夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性
を豊かにし、書を愛好する心情を
養う。

「今年の自分をあらわす漢字」

①書く漢字を決め、五体字類を
使って字調べをする。

②自分の表現したい字体、構成を
考え作品の構成を練る。

③試作を重ね表現を工夫し、落款
を入れて作品を仕上げる。

【知識・技能】
古典の書体や書風と用筆・運筆の関わりにつ
いて理解している。
基本的な用筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付けている。またそ
れらについて構想し工夫している。主体的に
漢字の幅広い表現の学習活動に取り組もうと
している。
拓本での手本の見方、注意点やその価値を理
解している。

【思考・判断・表現】
楷書の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆・字形・全体の構成について構想し工夫し
ている。古典の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって捉えてい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に漢字の幅広い鑑賞と表現の学習活動



年間授業計画

高等学校 令和７年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（5組：　　津戸　　）（6組：　小原　　　）

他者を尊重し，聞き手・読み手・話し手・書き
手に配慮しながら，外国語で聞いたり読んだり
したことを活用して，自分の意見や考えなどを
話したり書いたりして表現しようとする態度を
養う。

【学びに向かう力、人間性等】

外国語 英語コミュニケーションⅠ

（1組：　櫻井　　　）（2組：　小原　　　）（3組：　津戸　　　）（4組：　小原　　　）

外国語 英語コミュニケーションⅠ 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

外国語の学習を通じて,言語の働きや役割などを
理解できるようにする。
外国語の4技能（読むこと、聞くこと、話すこ
と、書くこと）について，実際のコミュニケー
ションにおいて活用できる知識・技能を身に付け
るようにする。

場面・目的・状況等に応じて，日常的や社会的
な話題について，情報や考えなどを外国語で的
確に理解したり適切に伝え合ったりすることが
できる力を養う。
聞いたり読んだりしたことなどを活用して，自
分の意見や考えなどを話したり書いたりして表
現できる力を養う。

Hertening　Englsih CommunicationⅠ

外国語

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、外国語で
情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、これらを活用して適切
に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的、自
律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

英語コミュニケーションⅠ

【 知　識　及　び　技　能 】

5

Lesson6 Could We Have a Real
Jurassic Park?
【知識及び技能】
本課で学習する文法や新語の意味
の理解を基に，英文の内容を読み
取る技能を身に付けている．本課
で学習する文法や新語の意味の理
解を基に，英文の内容を聞き取る
技能を身に付けている．
【思考力、判断力、表現力等】
単元目標の活動をおこなうため
に，恐竜再生の可能性に関する講
義を読んで，要点や詳細を捉えて
いる．恐竜再生の可能性につい
て，要点や根拠を整理して話して
いる．
【学びに向かう力、人間性等】
単元目標の活動をおこなうため
に，恐竜再生の可能性に関する講
義を読んで，要点や詳細を捉えよ
うとしている．恐竜再生の可能性
について，要点や根拠を整理して
話そうとしている．

・指導事項
恐竜再生の可能性について論じた
説明文．幅広い教養を身に付け，
真理を求める態度や道徳心を養
う．
・教材
Hertening　English
CommunicationⅠ
Hertening　English
CommunicationⅠ Workbook
Hertening　English
CommunicationⅠ 学習ノート
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
「評価問題」にあるGrammarに関連した問い
を利用して，本文の内容をどの程度正確に理
解しているかを評価する．
【思考・判断・表現】
「評価問題」にある問いを利用して，概要や
要点をどの程度読むことができるかを評価す
る．
【主体的に学習に取り組む態度】
下記の点について観察して評価する．
・必要に応じてメモをとるなど，目的に応じ
た読み方をしている．
・理解できないところがあっても，推測する
などして読み続けている．
・必要に応じて辞書などを活用している．

○ ○ ○ 8

１

学

期

Lesson1 Bringing Out the Best
in Himself
【知識及び技能】
本課で学習する文法や新語の意味
の理解を基に，英文の内容を読み
取る技能を身に付けている．本課
で学習する文法や新語の意味の理
解を基に，英文の内容を聞き取る
技能を身に付けている．
【思考力、判断力、表現力等】
単元目標の活動をおこなうため
に，八村選手についての記事を読
んで概要を捉えている．八村選手
のことをバスケットボール部へ入
りたい友人に伝えるために，わか
りやすく整理して話している．
【学びに向かう力、人間性等】
単元目標の活動をおこなうため
に，八村選手についての記事を読
んで概要を捉えようとしている．
八村選手のことをバスケットボー
ル部へ入りたい友人に伝えるため
に，わかりやすく整理して話そう
としている．

・指導事項
英語を学習しながらNBA選手にな
る夢を実現した八村塁選手の半生
を描いた物語文．自主・自律の精
神を養い，他者との協力を重んず
る態度を養う．
・教材
Hertening　English
CommunicationⅠ
Hertening　English
CommunicationⅠ Workbook
Hertening　English
CommunicationⅠ 学習ノート
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
「評価問題」にある問いを利用して，本文の
内容をどの程度正確に理解しているかを評価
する．
【思考・判断・表現】
「評価問題」にある問いを利用して，概要や
要点をどの程度読むことができるかを評価す
る．
【主体的に学習に取り組む態度】
下記の点について観察して評価する．
・必要に応じてメモをとるなど，目的に応じ
た読み方をしている．
・理解できないところがあっても，推測する
などして読み続けている．
・必要に応じて辞書などを活用している．

○ ○ ○ 5

Lesson2 Hold On, Anzu!
【知識及び技能】
本課で学習する文法や新語の意味
の理解を基に，英文の内容を読み
取る技能を身に付けている．本課
で学習する文法や新語の意味の理
解を基に，英文の内容を聞き取る
技能を身に付けている．
【思考力、判断力、表現力等】
単元目標の活動をおこなうため
に，テレビのレポートを読んで概
要を捉えている．アンズの話をテ
レビの視聴者に伝えるために，わ
かりやすく整理して話している．
【学びに向かう力、人間性等】
単元目標の活動をおこなうため
に，テレビのレポートを読んで概
要を捉えようとしている．アンズ
の話をテレビの視聴者に伝えるた
めに，わかりやすく整理して話そ
うとしている．

1

Lesson3 We Can Make a
Difference
【知識及び技能】
本課で学習する文法や新語の意味
の理解を基に，英文の内容を読み
取る技能を身に付けている．本課
で学習する文法や新語の意味の理
解を基に，英文の内容を聞き取る
技能を身に付けている．
【思考力、判断力、表現力等】
単元目標の活動をおこなうため
に，気候変動が及ぼす影響に関す
る投稿文を読んで，問題点や意見
を捉えている．世界各地の気候変
動による影響をクラスで伝えるた
めに，わかりやすく整理して話し
ている．
【学びに向かう力、人間性等】
単元目標の活動をおこなうため
に，気候変動が及ぼす影響に関す
る投稿文を読んで，問題点や意見
を捉えようとしている．世界各地
の気候変動による影響をクラスで
伝えるために，わかりやすく整理
して話そうとしている．

○

1

Lesso4 Creative Problem Solving
【知識及び技能】
本課で学習する文法や新語の意味
の理解を基に，英文の内容を読み
取る技能を身に付けている．本課
で学習する文法や新語の意味の理
解を基に，英文の内容を聞き取る
技能を身に付けている．
【思考力、判断力、表現力等】
単元目標の活動をおこなうため
に，ポイ捨て削減に関する論証文
を読んで，概要やメッセージを捉
えている．ポイ捨てを減らす効果
的な方法をわかりやすく整理して
話している．
【学びに向かう力、人間性等】
単元目標の活動をおこなうため
に，ポイ捨て削減に関する論証文
を読んで，概要やメッセージを捉
えようとしている．ポイ捨てを減
らす効果的な方法を友人に伝える
ために，わかりやすく整理して話
そうとしている．

・指導事項
人間の心理や行動の特徴を利用
し，創造的にポイ捨てをなくす方
法を述べた論証文．公共の精神に
基づき，主体的に社会に参画する
態度を養う．
・教材
Hertening　English
CommunicationⅠ
Hertening　English
CommunicationⅠ Workbook
Hertening　English
CommunicationⅠ 学習ノート
・一人１台端末の活用　等

8

7

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【知識・技能】
「評価問題」にあるGrammarに関連した問い
を利用して，本文の内容をどの程度正確に理
解しているかを評価する．
【思考・判断・表現】
「評価問題」にある問いを利用して，概要や
要点をどの程度読むことができるかを評価す
る．
【主体的に学習に取り組む態度】
下記の点について観察して評価する．
・必要に応じてメモをとるなど，目的に応じ
た読み方をしている．
・理解できないところがあっても，推測する
などして読み続けている．
・必要に応じて辞書などを活用している．

○ ○ ○

○

8

定期考査

定期考査

Lesson7 Behind the Price Tag
【知識及び技能】
本課で学習する文法や新語の意味
の理解を基に，英文の内容を読み
取る技能を身に付けている．本課
で学習する文法や新語の意味の理
解を基に，英文の内容を聞き取る
技能を身に付けている．
【思考力、判断力、表現力等】
単元目標の活動をおこなうため
に，現代のファッション業界に関
する講演を読んで，要点や詳細を
捉えている．現代のファッション
業界の問題点について，異なる立
場の主張を交えながらパラグラフ
で書いている．
【学びに向かう力、人間性等】
単元目標の活動をおこなうため
に，現代のファッション業界に関
する講演を読んで，要点や詳細を
捉えようとしている．現代の
ファッション業界の問題点につい
て，異なる立場の主張を交えなが
らパラグラフで書こうとしていて
いる
Lesso8 The World’s Winter
Festivals
【知識及び技能】
本課で学習する文法や新語の意味
の理解を基に，英文の内容を読み
取る技能を身に付けている．本課
で学習する文法や新語の意味の理
解を基に，英文の内容を聞き取る
技能を身に付けている．
【思考力、判断力、表現力等】
単元目標の活動をおこなうため
に，祭りに関する本を読み，世界
の祭りを比較しながら要点や詳細
を捉えている．ブルガリアと日本
の祭りの共通性について整理し，
わかりやすく伝えている．
【学びに向かう力、人間性等】
単元目標の活動をおこなうため
に，祭りに関する本を読み，世界
の祭りを比較しながら要点や詳細
を捉えようとしている．ブルガリ
アと日本の祭りの共通性について
整理し，わかりやすく伝えようと
している．

○ ○ ○

○

外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、これらの知識を、聞くこと、読
むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況などに応じて適切
に活用できる技能を身に付けるようにする。

保谷

Lesson5 Canned Bread to Feed
the World
【知識及び技能】
本課で学習する文法や新語の意味
の理解を基に，英文の内容を読み
取る技能を身に付けている．本課
で学習する文法や新語の意味の理
解を基に，英文の内容を聞き取る
技能を身に付けている．
【思考力、判断力、表現力等】
単元目標の活動をおこなうため
に，パンの缶詰と救缶鳥プロジェ
クトの記事を読んで，要点や詳細
を捉えている．パンの缶詰に関す
る情報を整理して，わかりやすく
伝えている．
【学びに向かう力、人間性等】
単元目標の活動をおこなうため
に，パンの缶詰と救缶鳥プロジェ
クトの記事を読んで，要点や詳細
を捉えようとしている．パンの缶
詰に関する情報を整理して，わか
りやすく伝えようとしている．

・指導事項
食糧廃棄問題の解決と飢餓地域へ
の支援を可能とするシステムを構
築したパン・アキモトの取り組み
を述べた物語文．主体的に社会の
形成に参画し，その発展に寄与す
る精神を養う．
・教材
Hertening　English
CommunicationⅠ
Hertening　English
CommunicationⅠ Workbook
Hertening　English
CommunicationⅠ 学習ノート
Hertening　English
CommunicationⅠ
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
「評価問題」にあるGrammarに関連した問い
を利用して，本文の内容をどの程度正確に理
解しているかを評価する．
【思考・判断・表現】
「評価問題」にある問いを利用して，概要や
要点をどの程度読むことができるかを評価す
る．
【主体的に学習に取り組む態度】
下記の点について観察して評価する．
・必要に応じてメモをとるなど，目的に応じ
た読み方をしている．
・理解できないところがあっても，推測する
などして読み続けている．
・必要に応じて辞書などを活用している．

○ ○

・指導事項
世界の人々が受けている気候変動
の影響と，問題への取り組みにつ
いて述べた説明文・意見文．自然
を大切にし，環境の保全に寄与す
る態度を養う．
・教材
Hertening　English
CommunicationⅠ
Hertening　English
CommunicationⅠ Workbook
Hertening　English
CommunicationⅠ 学習ノート
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
「評価問題」にあるGrammarに関連した問い
を利用して，本文の内容をどの程度正確に理
解しているかを評価する．
【思考・判断・表現】
「評価問題」にある問いを利用して，概要や
要点をどの程度読むことができるかを評価す
る．
【主体的に学習に取り組む態度】
下記の点について観察して評価する．
・必要に応じてメモをとるなど，目的に応じ
た読み方をしている．
・理解できないところがあっても，推測する
などして読み続けている．
・必要に応じて辞書などを活用している．

○ ○

定期考査

○ ○

・指導事項
捨てられた小型犬が警察犬として
活躍するまでを述べた物語文．個
人の価値を尊重し，その能力を伸
ばす精神を培い，生命を尊ぶ態度
を養う．
・教材
Hertening　English
CommunicationⅠ
Hertening　English
CommunicationⅠ Workbook
Hertening　English
CommunicationⅠ 学習ノート
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
「評価問題」にあるGrammarに関連した問い
を利用して，本文の内容をどの程度正確に理
解しているかを評価する．
【思考・判断・表現】
「評価問題」にある問いを利用して，概要や
要点をどの程度読むことができるかを評価す
る．
【主体的に学習に取り組む態度】
下記の点について観察して評価する．
・必要に応じてメモをとるなど，目的に応じ
た読み方をしている．
・理解できないところがあっても，推測する
などして読み続けている．
・必要に応じて辞書などを活用している．

○

（7組：　津戸　　　）（8組：　櫻井　　　）

定期考査

○ ○ 1

・指導事項
安価な衣類製造プロセスにおける
労働者の実態を述べた説明文と，
問題に対して対立する二者の意見
文．正義と責任を重んずるととも
に，主体的に社会の形成に参画す
る態度を養う．
・教材
Hertening　English
CommunicationⅠ
Hertening　English
CommunicationⅠ Workbook
Hertening　English
CommunicationⅠ 学習ノート
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
「評価問題」にあるGrammarに関連した問い
を利用して，本文の内容をどの程度正確に理
解しているかを評価する．
【思考・判断・表現】
「評価問題」にある問いを利用して，概要や
要点をどの程度読むことができるかを評価す
る．
【主体的に学習に取り組む態度】
下記の点について観察して評価する．
・必要に応じてメモをとるなど，目的に応じ
た読み方をしている．
・理解できないところがあっても，推測する
などして読み続けている．
・必要に応じて辞書などを活用している．

○ ○ ○ 8

・指導事項
世界の冬の祭りを比較し，その共
通性について論じた説明文．日本
をはじめ他国の伝統や文化を尊重
する精神を培う．
・教材
Hertening　English
CommunicationⅠ
Hertening　English
CommunicationⅠ Workbook
Hertening　English
CommunicationⅠ 学習ノート
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
「評価問題」にあるGrammarに関連した問い
を利用して，本文の内容をどの程度正確に理
解しているかを評価する．
【思考・判断・表現】
「評価問題」にある問いを利用して，概要や
要点をどの程度読むことができるかを評価す
る．
【主体的に学習に取り組む態度】
下記の点について観察して評価する．
・必要に応じてメモをとるなど，目的に応じ
た読み方をしている．
・理解できないところがあっても，推測する
などして読み続けている．
・必要に応じて辞書などを活用している．

○ ○ ○ 7

○ ○

定期考査

○ ○ 1

２

学

期

３

学

期

1

Lesson9 Talking Trees
【知識及び技能】
本課で学習する文法や新語の意味
の理解を基に，英文の内容を読み
取る技能を身に付けている．本課
で学習する文法や新語の意味の理
解を基に，英文の内容を聞き取る
技能を身に付けている．
【思考力、判断力、表現力等】
単元目標の活動をおこなうため
に，木のコミュニケーションに関
する展示を読んで，要点や詳細を
捉えている．木のコミュニケー
ションの方法についてわかりやす
く説明している．
【学びに向かう力、人間性等】
単元目標の活動をおこなうため
に，木のコミュニケーションに関
する展示を読んで，要点や詳細を
捉えようとしている．木のコミュ
ニケーションの方法についてわか
りやすく説明しようとしている．

・指導事項
木々が大きな森となって繁栄する
ために互いに協力している科学的
事実を述べた説明文を通じ，自然
を大切にし，環境の保全に寄与す
る態度を養う．
・教材
Hertening　English
CommunicationⅠ
Hertening　English
CommunicationⅠ Workbook
Hertening　English
CommunicationⅠ 学習ノート
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
「評価問題」にあるGrammarに関連した問い
を利用して，本文の内容をどの程度正確に理
解しているかを評価する．
【思考・判断・表現】
「評価問題」にある問いを利用して，概要や
要点をどの程度読むことができるかを評価す
る．
【主体的に学習に取り組む態度】
下記の点について観察して評価する．
・必要に応じてメモをとるなど，目的に応じ
た読み方をしている．
・理解できないところがあっても，推測する
などして読み続けている．
・必要に応じて辞書などを活用している．

○ ○ ○ 8

Lesso10 Capturing the Reality
of the World
【知識及び技能】
本課で学習する文法や新語の意味
の理解を基に，英文の内容を読み
取る技能を身に付けている．本課
で学習する文法や新語の意味の理
解を基に，英文の内容を聞き取る
技能を身に付けている．
【思考力、判断力、表現力等】
単元目標の活動をおこなうため
に，安田さんがフォトジャーナリ
ズムで伝えたいことを捉えてい
る．安田さんの情報やメッセージ
を整理して，わかりやすい紹介記
事を書いている．
【学びに向かう力、人間性等】
単元目標の活動をおこなうため
に，安田さんがフォトジャーナリ
ズムで伝えたいことを捉えてい
る．安田さんの情報やメッセージ
を整理して，わかりやすい紹介記
事を書いている．

・指導事項
フォトジャーナリスト安田菜津紀
氏が仕事を通じて学んだ使命につ
いて述べた物語文．主体的に社会
の形成に参画し，国際社会の平和
と発展に寄与する態度を養う．
・教材
Hertening　English
CommunicationⅠ
Hertening　English
CommunicationⅠ Workbook
Hertening　English
CommunicationⅠ 学習ノート
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
「評価問題」にあるGrammarに関連した問い
を利用して，本文の内容をどの程度正確に理
解しているかを評価する．
【思考・判断・表現】
「評価問題」にある問いを利用して，概要や
要点をどの程度読むことができるかを評価す
る．
【主体的に学習に取り組む態度】
下記の点について観察して評価する．
・必要に応じてメモをとるなど，目的に応じ
た読み方をしている．
・理解できないところがあっても，推測する
などして読み続けている．
・必要に応じて辞書などを活用している．

○ ○ ○ 7



年間授業計画

高等学校 令和７年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読 話

[

や

]

話

[

発

]

書

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

外国語

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、外国
語で情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、これらを活用
して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体
的、自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

論理・表現Ⅰ

定期考査

○

態

【 知　識　及　び　技　能 】
外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、これらの知識を、聞くこ
と、読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況などに
応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。

○○

領域

外国語の学習を通じて,言語の働きや役割など
を理解できるようにする。
外国語の技能（話すこと、書くこと）につい
て，実際のコミュニケーションにおいて活用
できる知識・技能を身に付けるようにする。

「旅行」をテーマに，完了形
（現在完了形／過去完了形）を
用いて表現する。各3領域につ
き以下を目標とする。
A. Speak (Interaction)
「これまで自分が訪れた場所の
中で最もよかった場所」につい
てクラスメートとやりとりし
て，情報を伝え合う。
B. Speak (Presentation)
「これまで自分が訪れた場所の
中で最もよかった場所」につい
て20秒程度で発表する。
C. Write
「最近自分が行った旅行に関す
るブログ」を40語程度で書く。

課末のWhat do you think?で
は，「旅行をするときにはどの
交通手段を使うのが好きか」と
いうテーマに関し，自分の意見
を理由とともに述べることがで
きるようになることを目標とす

保谷

（6組：津戸・宮崎　　　　）

外国語 論理・表現Ⅰ 2

（1組：山口・杉本　　　　）（2組：津戸・杉本　　　　）（3組：小原・杉本　　　　）（4組：山口・杉本　　　　）（5組：山口・宮崎　　　　）

（7組：小原・杉本　　　　）（8組：山口・宮崎　　　　）

外国語

EARTHRISE English Logic and Expression

１

学

期

■Lesson 1  Introduce
yourself to your class
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

「紹介」をテーマに，5つの文
型を用いて表現する。各3領域
につき以下を目標とする。
A. Speak (Interaction)
クラスメートに名前と住んでい
る場所，中学校のときのクラブ
活動について質問し合う。
B. Speak (Presentation)
クラスメートについての発表を
20秒程度で行う。
C. Write
40語程度で自己紹介文を書く。

課末のWhat do you think?で
は，「友だちを作る効果的な方
法は何か」というテーマに関
し，自分の意見を理由とともに
述べることができるようになる
ことを目標とする。

○ ○

知

【学びに向かう力、人間性等】

■Lesson 12  Which Nobel
Prize winner do you admire
most?

「日本人のノーベル賞受賞者」
「自分が尊敬する人物」をテー
マに，who，whichなどを用いて
表現する。各3領域につき以下
を目標とする。
A. Speak (Interaction)
ノーベル賞受賞者についてクラ
スメートとやりとりして，情報
を伝え合う。
B. Speak (Presentation)
自分が選んだノーベル賞受賞者
について20秒程度で発表する。
C. Write
自分の尊敬する人についてのパ
ラグラフを30語程度で書く。

課末のWhat do you think?で
は，「AIは社会にとって有益
だ」というテーマに関し，自分
の意見を理由とともに述べるこ
とができるようになることを目
標とする。

○ ○ ○

■Lesson 2  How do you spend
your weekend?
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

「週末の過ごし方」をテーマ
に，動詞の現在形・過去形・未
来を表す表現を用いて表現す
る。各3領域につき以下を目標
とする。
A. Speak (Interaction)
自分が週末にしたことについて
クラスメートとやりとりして，
情報を伝え合う。
B. Speak (Presentation)
自分が週末にしたことについて
20秒程度で発表する。
C. Write
自分の休日の予定に関するテキ
ストメッセージを30語程度で書
く。

課末のWhat do you think?で
は，「子供たちはインターネッ
トの使用に時間を使いすぎてい
る」というテーマに関し，自分
の意見を理由とともに述べるこ
とができるようになることを目

○ ○ ○

定期考査

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

■Lesson 4  How can I get
there?
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

「道案内」「謝罪のメール」を
テーマに，助動詞can, may,
must, have toを用いて表現す
る。各3領域につき以下を目標
とする。
A. Speak (Interaction)
クラスメートとルートを案内す
るロールプレイを行う。
B. Speak (Presentation)
ルート案内のロールプレイをク
ラスで実演する。
C. Write
謝罪のメール文を40語程度で書
く。

課末のWhat do you think?で
は，「公共の場所にはより多く
の監視カメラが設置されるべき
だ」というテーマに関し，自分
の意見を理由とともに述べるこ
とができるようになることを目
標とする。

○ ○ ○

Lesson 3  Where did you go on
vacation?
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

○ 6

場面・目的・状況等に応じて，日常的や社会的な
話題について，情報や考えなどを外国語で的確に
理解したり適切に伝え合ったりすることができる
力を養う。
聞いたり読んだりしたことなどを活用して，自分
の意見や考えなどを話したり書いたりして表現で
きる力を養う。

３

学

期

■Lesson 11  That's new to
me!

「さまざまな国の労働時間や祝
日の数」「野菜とくだものの違
い」をテーマに，〈see＋O＋
doing〉，strictly speakingな
どを用いて表現する。各3領域
につき以下を目標とする。
A. Speak (Interaction)
さまざまな国の労働時間や祝日
の数についての情報をもとに，
クラスメートとやり取りしてそ
の情報を伝え合う。
B. Speak (Presentation)
さまざまな国の労働時間や祝日
の数について30秒程度で発表す
る。
C. Write
野菜とくだものの違いについて
のパラグラフを40語程度で書
く。

課末のWhat do you think?で
は，「健康を維持し，ストレス
を軽減するための最善の方法は

○ ○ ○

■Lesson 10  What sports do
you like?

「スポーツ」をテーマに，
doing/done（分詞）を用いて表
現する。各3領域につき以下を
目標とする。
A. Speak (Interaction)
スポーツイベントについてクラ
スメートとインタビューし合
う。
B. Speak (Presentation)
スポーツイベントについてのイ
ンタビューの会話をクラスで実
演する。
C. Write
自分が最近したスポーツについ
てのブログを40語程度で書く。

課末のWhat do you think?で
は，「多くの日本人選手は海外
のチームでプレイすべきだ」と
いうテーマに関し，自分の意見
を理由とともに述べることがで
きるようになることを目標とす
る。

○ ○ ○

２

学

期

■Lesson 6  Something really
Japanese

「日本文化」をテーマに，〈be
動詞＋過去分詞〉を用いて表現
する。各3領域につき以下を目
標とする。
A. Speak (Interaction)
自分が選んだ商品についてクラ
スメートとやりとりして，情報
を伝え合う。
B. Speak (Presentation)
自分が選んだ商品について20秒
程度で発表する。
C. Write
交換留学生の友だちを祭に誘う
Eメールを40語程度で書く。

課末のWhat do you think?で
は，「日本のどんな点が観光客
を引きつけるのか」というテー
マに関し，自分の意見を理由と
ともに述べることができるよう
になることを目標とする。

○ ○

○

・who，which，that（関係代名詞）の
意味・用法の違いを理解している。
・who，which（関係代名詞）などを用
いて，日本人のノーベル賞受賞者につ
いてクラスメートとやりとりをし，そ
の内容について発表する技能を身に付
けている。・関係代名詞の制限用法と
非制限用法の意味・用法の違いを理解
している。
・関係代名詞whoの非制限用法などを
用いて，自分の尊敬する人についての
パラグラフを書く技能を身に付けてい
る。

○

○

1

5

6

6

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

6

5

1

・doing/done（分詞）の限定用法の意
味・用法を理解している。
・doing（分詞）を用いて，スポーツ
イベントについてクラスメートとイン
タビューする技能を身に付けてい
る。・doing/done（分詞）の叙述用法
の意味・用法を理解している。
・doing/done（分詞）を用いて，自分
が最近したスポーツについてのブログ
を書く技能を身に付けている。

○

・to do（不定詞の名詞的用法・形容
詞的用法）の意味・用法を理解してい
る。
・to doを用いて，自分が参加したい
ボランティア活動についてクラスメー
トと伝え合い，その内容について発表
する技能を身に付けている。・to do
（不定詞の副詞的用法）の意味・用法
や，It is ... to do ～の意味・用法
を理解している。
・to doを用いて，自分の将来につい
てのレポートを書く技能を身に付けて
いる。

○ ○ ○

○

・〈want＋O＋to do〉や〈see＋O＋
do〉などの意味・用法を理解してい
る。
・〈want＋O＋to do〉や〈see＋O＋
do〉などを用いて，部活動に関するイ
ンタビューをする技能を身に付けてい
る。・〈let＋O＋do〉，〈make＋O＋
do〉の意味・用法の違いを理解してい
る。
・〈let＋O＋do〉などを用いて，学校
行事に関するスピーチ原稿を書く技能
を身につけている。

○ ○ ○

○ ○ ○

○

他者を尊重し，聞き手・読み手・話し手・書
き手に配慮しながら，外国語で聞いたり読ん
だりしたことを活用して，自分の意見や考え
などを話したり書いたりして表現しようとす
る態度を養う。

○

○

○

○

○

○

○

○

5

5

1

5

5

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○ ○

○○

○

○ ○

・〈be動詞＋過去分詞〉（受動態）の
意味・用法を理解している。
・〈be動詞＋過去分詞〉を用いて，自
分が選んだ商品についてクラスメート
と伝え合い，その内容について発表す
る技能を身に付けている。・〈be動詞
＋過去分詞〉（受動態）の意味・用法
を理解している。
・〈be動詞＋過去分詞〉を用いて，交
換留学生の友だちを祭に誘うEメール
を書く技能を身に付けている。

○

○

○

評価規準

・〈S＋V＋C〉と〈S＋V＋O〉の意味・
用法の違いを理解している。
・〈S＋V＋C〉と〈S＋V＋O〉の文を用
いて，クラスメートとインタビューを
し合い，その内容についてクラスで発
表する技能を身に付けている。・〈S
＋V＋O＋O〉と〈S＋V＋O＋C〉の意
味・用法の違いを理解している。
・〈S＋V＋O＋O〉や〈S＋V＋O＋C〉の
文を用いて，自己紹介の文章を書く技
能を身に付けている。

・動詞の現在形・過去形・現在進行形
の意味・用法を理解している。
・動詞の過去形を用いて，自分が週末
にしたことについてクラスメートとや
りとりをし，その内容について発表す
る技能を身に付けている。・未来を表
すwill, be going to, 現在進行形の
意味・用法の違いを理解している。
・未来を表すwill, be going to, 現
在進行形を用いて，自分の休日の予定
について伝える文章を書く技能を身に
付けている。

・現在完了形の意味・用法を理解して
いる。
・現在完了形を用いて，自分が行った
ことがある場所についてクラスメート
と伝え合い，その内容について発表す
る技能を身に付けている。・現在完了
進行形・過去完了形の意味・用法を理
解している。
・現在完了進行形，過去完了形を用い
て，自分が行った旅行について伝える
文章を書く技能を身に付けている。

・can, mayの意味・用法を理解してい
る。
・can，mayを用いて，ルート案内に関
する会話のロールプレイをする技能を
身に付けている。・must, have toの
意味・用法を理解している。
・must，have toを用いて，謝罪の
メール文を書く技能を身に付けてい
る。

配

当

時

数

論理・表現Ⅰ

思

■Lesson 8  Let's enjoy
school life!

■Lesson 7  Do you do any
volunteer activities?

「学校生活」をテーマに，
〈want＋O＋to do〉，
〈let[make]＋O＋do〉などを用
いて表現する。各3領域につき
以下を目標とする。
A. Speak (Interaction)
部活動に関してクラスメートと
インタビューし合う。
B. Speak (Presentation)
部活動に関するインタビューの
会話をクラスで実演する。
C. Write
学校行事に関するスピーチ原稿
を40語程度で書く。

課末のWhat do you think?で
は，「学園祭により多くの人を
集めるために何ができるか」と
いうテーマに関し，自分の意見
を理由とともに述べることがで
きるようになることを目標とす
る。

「ボランティア活動」をテーマ
に，to doを用いて表現する。
各3領域につき以下を目標とす
る。
A. Speak (Interaction)
自分が参加したいボランティア
活動についてクラスメートとや
りとりして，情報を伝え合う。
B. Speak (Presentation)
自分が参加したいボランティア
活動について30秒程度で発表す
る。
C. Write
自分の将来についてのレポート
を40語程度で書く。

課末のWhat do you think?で
は，「すべての高校において，
ボランティア・デー(ボラン
ティア活動を行う日)を設ける
べきだ」というテーマに関し，
自分の意見を理由とともに述べ
ることができるようになること

○ ○ ○ ○ ○

定期考査

○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ 1

1

定期考査

○ ○ ○

○ ○

○

○ ○○

○○ ○

・〈see＋O＋doing〉や〈have＋O＋
done〉などの意味・用法を理解してい
る。
・〈see＋O＋doing〉などを用いて，
さまざまな国の労働時間や祝日の数に
ついてクラスメートと話し合い，その
内容について発表する技能を身に付け
ている。・分詞構文の意味・用法を理
解している。
・strictly speakingなどを用いて，
ある特定の野菜やくだものについての
パラグラフを書く技能を身に付けてい
る。

合

計

70

■Lesson 9  Are you eco-
friendly?

「環境問題」をテーマに，
doing（動名詞）を用いて表現
する。各3領域につき以下を目
標とする。
A. Speak (Interaction)
環境保護のためにできることに
ついてクラスメートとやり取り
して，情報を伝え合う。
B. Speak (Presentation)
環境保護のために自分がしてい
ることについて30秒程度で発表
する。
C. Write
環境保護についてのスピーチ原
稿を40語程度で書く。

課末のWhat do you think?で
は，「より多くの人が買い物時
にエコバッグを持ち歩くように
なるだろう」というテーマに関
し，自分の意見を理由とともに
述べることができるようになる
ことを目標とする。

○ ○ ○ ○ ○

・doing（動名詞）の意味・用法を理
解している。
・doing（動名詞）を用いて，環境保
護のためにできることについてクラス
メートと伝え合い，その内容について
発表する技能を身に付けている。・
remember doingとremember to doの意
味・用法の違いを理解している。
・remember doing，not doingを用い
て，環境保護に関するスピーチ原稿を
書く技能を身に付けている。

○ ○ ○ 5

6

定期考査

○ ○ ○

■Lesson 5  Would you like to
come with me?

「部活のイベント」「後悔して
いること」をテーマに，would,
could, may[might], should
have done, must have doneを
用いて表現する。各3領域につ
き以下を目標とする。
A. Speak (Interaction)
出席予定のイベントにクラス
メートを誘うロールプレイを行
う。
B. Speak (Presentation)
クラスメートをイベントに誘う
ロールプレイをクラスで実演す
る。
C. Write
自分が後悔していることについ
て伝える文章を30語程度で書
く。

課末のWhat do you think?で
は，「高校生はクラブに入るべ
きだ」というテーマに関し，自
分の意見を理由とともに述べる

○ ○ ○ ○ ○

・would, could, may[might]の意味・
用法を理解している。・should have
doneと must have doneの意味・用法
を理解している。
・should have doneを用いて，自分が
後悔したことに関して述べる文章を書
く技能を身に付けている。
・would, could, may[might]を用い
て，出席予定のイベントにクラスメー
トを誘うロールプレイをする技能を身
に付けている。

○



年間授業計画

高等学校 令和７年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用して問題の発見・解 決を行う学習活動を通して，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効 果的に活用し，情報社会に主体的に参画するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

・情報と情報技術を適切に活用するための知識と技能・情報と情報技術を活用して問題を発見・解決するための方法についての理解
・情報社会の進展とそれが社会に果たす役割と及ぼす影響についての理解・情報に関する法・制度やマナーの意義と情報社会において個人が果たす役割や責任についての理解

（5組：　　梶原　　）（6組：梶原　　　　）

情報と情報技術を適切に活用するとともに，
情報社会に主体的に参画する態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

情報 情報Ⅰ

（1組：　　梶原　　）（2組：　梶原　　　）（3組：　梶原　　　）（4組：　梶原　　　）

情報 情報Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

効果的なコミュニケーションの実現，コン
ピュータやデータの活用について理解 を深め
技能を習得するとともに，情報社会と人との関
わりについて理解を深める ようにする。

様々な事象を情報とその結び付きとして捉
え，問題の発見・解決に向けて情報と 情報技
術を適切かつ効果的に活用する力を養う。

最新情報Ⅰ　実教出版

情報

・様々な事象を情報とその結び付きの視点から捉える力・問題の発見・解決に向けて情報技術を適切かつ効果的に活用する力　　－必要な情報の収集・判断・表現・処理・創造に情報技術を活
用する力－プログラミングやシミュレーションを効果的に実行する力－情報技術を用いたコミュニケーションを適切に実行する力
・複数の情報を結び付けて新たな意味を見いだす力

・情報を多面的・多画的に吟味しその価値を見極めていこうとする態度・自らの情報活用を振り返り，評価し改善しようとする態度
・情報モラルや情報に対する責任について考え行動しようとする態度・情報社会に主体的に参画し，その発展に寄与しようとする態度

情報Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ ○ 6

4

配当
時数

１
学
期

A 単元　　　　　　　　　　　　　　　　　第
一章　情報社会と私たち　　　　　　　　１節
情報社会の現状について理解することと、タッ
チメソッドを目指す。
【知識及び技能】用語について理解があるか。
【思考力、判断力、表現力等】注意点を踏ま
え、適切に判断出来ているか。
【学びに向かう力、人間性等】自らの行動につ
いて振り返り，改善しようとしているか。

・指導事項
・教材 教科書・タイピングソフ
ト
・オリエンテーションを踏まえ、
一人１台端末の活用　情報モラル
等

【知識・技能】・データ，情報，知識の意味と相互の関係に
ついて理解している。・ビッグデータの意味とその活用につ
いいて理解している。
【思考・判断・表現】・加害者や被害者ならないための注意
点を考え，適切に判断することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】・SNSの活用など，不特定
多数を対象としたコミュニケーションの注意点について考
え，自らの行動について振り返り，改善しようとしている。

○ ○ ○ 5

B 単元
第２節　情報社会の法則と権利を理解するこ
ととタッチメソッドを目指す。
【知識及び技能】用語について理解がある
か。
【思考力、判断力、表現力等】注意点を考
え、適切に判断し、活用出来ているか。
【学びに向かう力、人間性等】自らの行動に
ついて振り返り，改善しようとしているか。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

C　単元
第３節　情報社会が築く新しい社会について理
解することと、タッチメソッドを目指す。
【知識及び技能】用語について理解があるか。
【思考力、判断力、表現力等】注意点を考え、
適切に判断し、活用出来ているか。【学びに向
かう力、人間性等】自らの行動について振り返
り，改善しようとしているか。

○

【知識・技能】アルゴリズムとプログラム
の意味を理解している。
　
【思考・判断・表現】簡単なアルゴリズムを文
章やフローチャートなどの図で表現できる。

【主体的に学習に取り組む態度】・問題解決の
ためのアルゴリズムを考える学習に，主体的に
取り組んでいる

○ 4

【知識及び技能】用語について理解があ
るか。
【思考力、判断力、表現力等】注意点を考
え、適切に判断し、活用出来ているか。
【学びに向かう力、人間性等】自らの行動
について振り返り，改善しようとしている
か。

・指導事項
・教材 教科書・タイピングソフ
ト
・オリエンテーションを踏まえ、
一人１台端末の活用　情報モラル
等

【知識・技能】・アナログとデジタルの概念とその違
いを理解している。
【思考・判断・表現】・アナログとデジタルを比較し
て，その特徴を適切に説明できる。【主体的に学習に
取り組む態度】・情報のデジタル化について，より深
く理解しようとしている。
・コンピュータによる演算や数値計算の仕組みについ
て関心を示し，理解に努めている。

○ ○ ○ 2

・指導事項
・教材 教科書・タイピングソフ
ト
・オリエンテーションを踏まえ、
一人１台端末の活用　情報モラル
等

【知識・技能】アルゴリズムとプログラムの意味を理
解している。
　
【思考・判断・表現】簡単なアルゴリズムを文章やフ
ローチャートなどの図で表現できる。

【主体的に学習に取り組む態度】・アルゴリズムやフ
ローチャートなどの表記に，興味や関心を示してい
る。

○ ○ ○

4

合計

36

定期考査
○ ○

・指導事項
・教材 教科書・タイピングソフ
ト
・オリエンテーションを踏まえ、
一人１台端末の活用　情報モラル
等

【知識・技能】・ビッグデータの意味とその活用につ
いいて理解している。
【思考・判断・表現】・ネット依存など，情報化が個
人に及ぼす影響について考え，適切に判断することが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】・社会の中の情報シ
ステムについて，興味や関心をもって自ら調べたり，
自ら活用しようとする態度が見られる。

○ 5

1

D 単元
ＷＯＲＤ、Excel、Powaerpointを理解すること
とタッチメソッドを目指す。
【知識及び技能】用語について理解があるか。
【思考力、判断力、表現力等】注意点を考え、
適切に判断し、活用出来ているか。【学びに向
かう力、人間性等】自らの行動について振り返
り，改善しようとしているか

・指導事項
・教材 教科書・タイピングソフ
ト
・オリエンテーションを踏まえ、
一人１台端末の活用　情報モラル
等

【知識・技能】３つのソフトを理解する。
　
【思考・判断・表現】３つのソフトを活用で
きる。

【主体的に学習に取り組む態度】様々な場面
で考え活用できる。

○ ○ ○

○

4

定期考査 ○

（7組：　梶原　　　）（8組：　梶原　　　）

保谷

３
学
期

第３章　システムとデジタル化　　　第１節情
報システムの構成を理解することと、タッチメ
ソッドを目指す。
【知識及び技能】用語について理解があるか。
【思考力、判断力、表現力等】注意点を考え、
適切に判断し、活用出来ているか。【学びに向
かう力、人間性等】自らの行動について振り返
り，改善しようとしているか。

・指導事項
・教材 教科書・タイピングソフ
ト
・オリエンテーションを踏まえ、
一人１台端末の活用　情報モラル
等

【知識・技能】アルゴリズムとプログラムの意味を理
解している。
　
【思考・判断・表現】簡単なアルゴリズムを文章やフ
ローチャートなどの図で表現できる。

【主体的に学習に取り組む態度】・アルゴリズムやフ
ローチャートなどの表記に，興味や関心を示してい
る。

○ ○

２
学
期

第３章　システムとデジタル化　　　第１節情
報システムの構成を理解することと、タッチメ
ソッドを目指す。
【知識及び技能】用語について理解があるか。
【思考力、判断力、表現力等】注意点を考え、
適切に判断し、活用出来ているか。
【学びに向かう力、人間性等】自らの行動につ
いて振り返り，改善しようとしているか。

・指導事項
・教材 教科書・タイピングソフ
ト
・オリエンテーションを踏まえ、
一人１台端末の活用　情報モラル
等

【知識・技能】アルゴリズムとプログラムの意味を理
解している。
　
【思考・判断・表現】簡単なアルゴリズムを文章やフ
ローチャートなどの図で表現できる。

【主体的に学習に取り組む態度】・アルゴリズムやフ
ローチャートなどの表記に，興味や関心を示してい
る。

○ ○

・指導事項
・教材 教科書・タイピングソフ
ト
・オリエンテーションを踏まえ、
一人１台端末の活用　情報モラル
等

【知識・技能】・IoTや人工知能などの情報技術が社会
の問題解決に役立つことを理解している。
【思考・判断・表現】・クラウドコンピューティン
グ，拡張現実，仮想現実などの新しい技術が，身近に
どのように活用されているか例示することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】・社会の中の情報シ
ステムについて，興味や関心をもって自ら調べたり，
自ら活用しようとする態度が見られる。

○ ○


